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今月の市民　人口 139,679人　男 67,682人　女 71,997人　世帯数 57,873世帯　（平成 27 年 5月 1日・現在）
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赤ちゃんゾウは大はしゃぎ!!

琉球ゴールデンキングスがホームタウン宣言琉球ゴールデンキングスがホームタウン宣言

子育て世帯臨時特例給付金・児童手当現況届子育て世帯臨時特例給付金・児童手当現況届

姉妹都市紹介 米沢上杉まつり姉妹都市紹介 米沢上杉まつり

今月の人・わったーじちくゎい今月の人・わったーじちくゎい

沖縄こどもの国フェスティバル沖縄こどもの国フェスティバル

フォトニュース・話題フォトニュース・話題
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　ゾウの親子が迎える初めてのゴールデンウィーク。沖縄
こどもの国には、沖縄生まれの赤ちゃんゾウを観ようと、
多くの観客が訪れた。母親ゾウの琉花が見守るなか、ウキ
ウキ気分の赤ちゃんゾウは、元気いっぱい、大はしゃぎ。



▲牛や馬、ヤギ、フクロウ、ヘビなど、たくさんの動物が登場した動物パレード

▲西原高校マーチングバンドの
　パフォーマンスに観客はくぎづけ 

▲ロックやダンスで盛り上がるステージ

▲多くの来場者でにぎわったこどもの国 ▲ふれあい広場でエサあげ体験 ▲仮面を作って変身！

▲ケーキ作りでおいしい実験
▲バンジートランポリンで絶叫

▲乗馬体験

▲首にヘビを巻いてもらったよ

▲元気に歌を披露した愛星幼稚園の園児たち

沖縄こどもの国フェスティバル2015開催　晴天に恵まれ多くの来場者でにぎわう

毎年恒例の で盛り上がる

▶
元
気
な
ゾ
ウ
の
赤
ち
ゃ
ん
は
動
物
園
の
人
気
者

▶
台
湾
の
新
北
市
深
坑
國
民
小
學
校

　國
樂
團
の
演
奏

赤
ち
ゃ
ん
が
午
前
と
午
後
に
１
時

間
ず
つ
披
露
さ
れ
、ゾ
ウ
舎
に
は
そ

の
愛
く
る
し
い
姿
を
見
よ
う
と
大

勢
の
観
客
が
集
ま
っ
た
。観
客
は
か

わ
い
ら
し
い
赤
ち
ゃ
ん
ゾ
ウ
の
一

挙
一
動
に
歓
声
を
あ
げ
、そ
の
様
子

を
カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
た
。そ
の
ほ

か
に
も
、ふ
れ
あ
い
広
場
で
の
動
物

へ
の
エ
サ
あ
げ
体
験
や
う
ま
ん

ち
ゅ
広
場
で
の
乗
馬
体
験
、愛
鳥
週

間
に
ち
な
ん
だ
特
別
企
画
と
し
て
、

園
内
で
観
る
こ
と
が
で
き
る
野
鳥

の
パ
ネ
ル
展
も
行
わ
れ
た
。ワ
ン

ダ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
ワ
ン

ダ
ー
キ
ッ
ズ
デ
イ
と
称
し
て
、巨
大

ド
ン
ド
ン
相
撲
や
ム
ク
ム
ク
ふ
く

ら
む
ケ
ー
キ
づ
く
り
の
実
験
、動
物

の
仮
面
づ
く
り
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
の
来
場
者
は

５
万
７
６
９
３
人
。

　
沖
縄
こ
ど
も
の
国
で
５
月
２
日
か
ら

６
日
ま
で「
沖
縄
こ
ど
も
の
国
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５
」が
開
催
さ
れ
た
。

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
初
日
は
、た
く
さ
ん

の
こ
い
の
ぼ
り
が
大
空
を
泳
ぐ
こ
ど
も

の
国
で
、牛
や
馬
、ヤ
ギ
、フ
ク
ロ
ウ
、ヘ
ビ

な
ど
の
動
物
と
こ
ど
も
達
や
関
係
者
が

行
進
す
る
動
物
パ
レ
ー
ド
か
ら
始
ま
り
、

西
原
高
等
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
動
物
ク
イ
ズ
、市
芸

能
団
体
協
議
会
の
伝
統
芸
能
、ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
、ダ
ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ

盛
り
上
が
っ
た
。二
日
目
以
降
も
ス
テ
ー

ジ
で
は
大
道
芸
や
お
笑
い
ラ
イ
ブ
、童
謡

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ど
自
慢
大
会
な
ど
様
々

な
演
目
が
行
わ
れ
観
客
を
楽
し
ま
せ
た
。

動
物
園
で
は
３
月
に
生
ま
れ
た
ゾ
ウ
の

　
沖
縄
こ
ど
も
の
国
で
毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
開
催
さ
れ
て
い

る
恒
例
の
人
気
イ
ベ
ン
ト「
沖
縄
こ
ど
も
の
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
５

月
２
日
か
ら
６
日
ま
で
の
５
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
。

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
期
間
中
、同
園
の
動
物
園
や
ワ
ン
ダ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
、水
と
み
ど
り
の
広
場
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催

さ
れ
、連
日
、大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

動物園、ワンダーミュージアム、野外ステー  ジの多彩な催しを5万7千人が楽しむ
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▲結成総会には多くの住民が参加した

　
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｔ
Ｋ
ｂ
ｊ
リ
ー
グ
に
所
属
す

る
琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス（
木
村
達
郎
代
表
）と
沖
縄

市
が
４
月
27
日
、市
役
所
１
階
の
市
民
ロ
ビ
ー
で
共
同
記

者
会
見
を
開
き
、キ
ン
グ
ス
の
活
動
拠
点
と
な
る
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
を
沖
縄
市
に
す
る
と
発
表
し
た
。

　
会
見
に
は
、キ
ン
グ
ス
の
主
要
選
手
で「
ち
ゃ
ん
ぷ
る
〜

沖
縄
市
大
使
」に
就
任
し
て
い
る
山
内
盛
久
選
手
と
並
里

成
選
手
も
参
加
し
、木
村
代
表
は「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
沖
縄

市
を
と
お
し
て
、沖
縄
県
全
体
を
元
気
に
し
て
い
く
」と
意

気
込
み
を
語
っ
た
。現
在
、男
子
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

は
２
リ
ー
グ
あ
り
、来
年
10
月
に
は
、両
リ
ー
グ
を
統
合
し

た
新
リ
ー
グ
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。新
リ
ー
グ
へ
の
参
加
申

請
を
し
た
キ
ン
グ
ス
は
、ア
リ
ー
ナ
建
設
を
予
定
し
て
い

る
沖
縄
市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
、様
々
な
参
加
要
件

を
満
た
し
、新
リ
ー
グ
で
の
活
躍
を
目
指
す
。

ク
リ
ー
ン
指
導
員
に
委
嘱
状
交
付

泡
瀬
第
一
自
主
防
災
組
織
が
結
成

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
へ

　
本
市
陸
上
競
技
場
を
メ
イ
ン

に
練
習
し
て
い
る
沖
縄
ア
ン
テ

ロ
ー
プ
陸
上
ク
ラ
ブ
が
、３
月
29

日
に
佐
賀
県
唐
津
市
で
行
わ
れ
た

第
27
回  

虹
の
松
原
カ
ッ
プ
西
日

本
選
抜
小
学
生
ク
ラ
ブ
駅
伝
競

走
大
会 

男
子
の
部
で
準
優
勝
し
、

４
月
17
日
に
狩
俣
教
育
長
を
訪
ね
、

喜
び
の
報
告
を
行
っ
た
。

　
同
大
会
に
は
、九
州
・
沖
縄
の

33
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
15
㎞
７
区

間
の
コ
ー
ス
で
競
っ
た
。同
ク
ラ

ブ
は
２
区
の
走
者
を
務
め
た
比

嘉
悠
人
君
が
、区
間
新
記
録
と
な

る
好
走
を
見
せ
る
な
ど
、選
手
達

は
力
走
し
、大
会
新
記
録
も
出
し

た
が
12
秒
差
で
惜
し
く
も
準
優
勝

と
な
っ
た
。

　
報
告
を
受
け
た
狩
俣
教
育
長

は「
九
州
地
区
は
駅
伝
の
レ
ベ
ル

が
高
く
、今
大
会
で
準
優
勝
を
し

た
こ
と
は
快
挙
。次
回
は
優
勝
を

目
標
に
し
て
練
習
に
励
み
、将
来

は
沖
縄
の
陸
上
界
を
け
ん
引
す

る
よ
う
な
選
手
に
な
っ
て
欲
し

い
」と
、こ
ど
も
達
を
激
励
し
た
。

▶
海
邦
町
自
主
防
災
組
織
の
関
係
者
達

▶
握
手
を
す
る
キ
ン
グ
ス
の
木
村
代
表

　（
左
か
ら
２
人
目
）
と
桑
江
市
長
（
同
３
人
目
）

▶
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
で
宮
部
選
手
と

　
ラ
リ
ー
す
る
こ
ど
も
達

▶
公
開
練
習
の
様
子

海邦町自主防災組織結成海邦町自主防災組織結成

キングスのホームタウンに決定
沖縄市を拠点に日本一を目指す

　
海
邦
町
自
主
防
災
組
織
結
成
準
備
委
員
会

（
饒
平
名
良
雄
会
長
）は
、４
月
22
日
に
海
邦

町
自
治
公
民
館
で
海
邦
町
自
主
防
災
組
織
結

成
総
会
を
開
催
し
同
組
織
を
結
成
し
た
。

　
同
組
織
は
住
民
の
自
主
的
な
防
災
活
動
に

よ
り
、地
震
や
そ
の
他
の
災
害
に
よ
る
被
害

の
防
止
と
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
結
成

さ
れ
た
も
の
で
、今
後
、防
災
知
識
の
普
及
・

啓
発
、地
域
の
災
害
危
険
の
把
握
、防
災
訓
練

な
ど
を
行
う
。結
成
総
会
で
は
、こ
れ
ま
で
の

経
過
報
告
や
、同
組
織
の
規
約
と
防
災
計
画

の
審
議
を
行
っ
た
ほ
か
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
防
災

サ
ポ
ー
ト
沖
縄
の
長
堂
政
美
副
理
事
長
に
よ

る
基
調
講
演「
海
邦
町
区
域
の
災
害
対
策
」も

行
わ
れ
た
。

　
地
震
や
津
波
、高
潮
な
ど
の
災
害
時
に
、地
域
住
民
同

士
で
助
け
合
う
体
制
を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、被
害
の
防

止
と
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
４
月
26
日
、泡
瀬
第
一

自
治
会
で
泡
瀬
第
一
自
治
会
自
主
防
災
組
織
の
結
成
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
多
く
の
地
域
住
民
が
参
加
し
た
総
会
で
は
、泡
瀬
第
一

自
治
会
長
で
準
備
委
員
会
の
会
長
を
務
め
た
島
田
弘
子

会
長
が「
津
波
な
ど
の
災
害
の
と
き
に
、地
域
住
民
が
共

に
助
け
合
い
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
す
」と

決
意
を
語
り
、同
防
災
組
織
の
規
約
と
防
災
計
画
の
確

認
や
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、同
日
、自
治
会
で
は
12
番

目
と
な
る
自
主
防
災
組
織
が
誕
生
し
た
。

沖
縄
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
陸
上
ク
ラ
ブ

　
全
日
本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
が
４
月
23
日
か
ら
25
日
ま

で
、市
体
育
館
を
会
場
に
合
宿
を

行
っ
た
。合
宿
は
Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｂ（
国
際

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
）ワ
ー
ル
ド

グ
ラ
ン
プ
リ
と
Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｂ
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
に
向
け
た
チ
ー
ム
強
化

や
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及
、本
市

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
目
的
に
行
わ
れ

た
も
の
で
、
23
日
に
沖
縄
入
り
し

た
選
手
達
は
市
体
育
館
で
練
習
し

た
後
、ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
音

市
場
で
開
催
さ
れ
た
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
。レ
セ
プ

シ
ョ
ン
で
は
、な
か
の
ま
ち
ヤ
カ

ラ
ー
ズ
に
よ
る
沖
縄
の
歴
史
・
文

化
・
伝
統
芸
能
が
一
つ
に
な
っ
た

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
シ
ョ
ー

「
綾
庭
の
宴
」が
披
露
さ
れ
、選
手

達
を
楽
し
ま
せ
た
。24
日
は
終
日

練
習
を
こ
な
し
、
25
日
に
は
公
開

練
習
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
、交

流
会
、
講
演
が
行
わ
れ
た
。
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
に
は
県
内
の

小
学
生
か
ら
高
校
生
が
参
加
し
、

選
手
や
コ
ー
チ
か
ら
指
導
を
受

け
た
。交
流
会
で
は
、サ
イ
ン
色

紙
や
サ
イ
ン
入
り
Ｔ
シ
ャ
ツ
な

ど
の
景
品
が
も
ら
え
る
大
な
わ

と
び
や
サ
ー
ブ
ゲ
ー
ム
、じ
ゃ
ん

け
ん
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。講

演
会
で
は
、日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会
の
荒
木
田
裕
子
強
化
事
業

本
部
長
と
眞
鍋
政
義
監
督
が
選

手
の
逸
話
を
交
え
て
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

た
講
演
を
行
っ
た
。

バ
レ
ー
教
室
や
講
演
会
も
行
わ
れ
る

バ
レ
ー
教
室
や
講
演
会
も
行
わ
れ
る

　
市
福
祉
文
化
プ
ラ
ザ
で
４
月
14
日
に
、平
成
27

年
度 

沖
縄
市
ク
リ
ー
ン
指
導
員
委
嘱
状
交
付
式
が

行
わ
れ
た
。ク
リ
ー
ン
指
導
員
制
度
は
リ
サ
イ
ク
ル

型
社
会
の
実
現
に
向
け
、ご
み
の
減
量
と
再
資
源
化

を
推
進
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
制
度
で
、ク
リ
ー
ン

指
導
員
は
行
政
と
市
民
を
繋
ぐ
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

役
を
担
う
。ク
リ
ー
ン
指
導
員
の
主
な
活
動
は
、ご

み
の
分
別
の
調
査
や
指
導
で
、誤
っ
た
ご
み
出
し
を

し
て
い
る
市
民
が
い
た
場
合
に
正
し
い
出
し
方
を

指
導
す
る
。委
嘱
状
交
付
式
で
ク
リ
ー
ン
指
導
員

連
絡
協
議
会
の
山
城
邦
子
副
会
長
は「
街
の
美
化

が
ク
リ
ー
ン
指
導
員
の
目
的
。み
ん
な
で
沖
縄
市
を

き
れ
い
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
た
。

▶
実
施
本
部
の
看
板
を
掲
げ
る
仲
本
副
市
長
　

　（
右
か
ら
２
人
目
）
と
職
員

▶
準
優
勝
の
報
告
に
訪
れ
た
選
手
た
ち

▶
委
嘱
状
を
受
け
取
る
山
城
副
会
長

平成27年 国勢調査沖縄市実施本部を設置
　
国
内
の
人
口
や
世
帯
の
実
態
を
把

握
し
、各
種
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、国
勢
調
査

の
実
施
に
伴
い
、５
月
７
日
に
仲
本
副

市
長
を
本
部
長
と
す
る
国
勢
調
査
沖

縄
市
実
施
本
部
が
設
置
さ
れ
、同
日
、

看
板
掲
揚
式
が
行
わ
れ
た
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、従
来
の
調
査
員

に
よ
る
調
査
方
法
に
加
え
、パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
す
る
オ

ン
ラ
イ
ン
調
査
が
導
入
さ
れ
る
。オ
ン

ラ
イ
ン
調
査
に
必
要
な
Ｉ
Ｄ
な
ど
の

情
報
は
９
月
上
旬
、紙
の
調
査
票
は
９

月
下
旬
か
ら
、調
査
員
が
各
世
帯
に
配

布
す
る
。

が   

ゆ
う 

と

ひ

も
り 

ひ
さ

な
り
と

あ
ら
き
だ 

ゆ
う
こ

ま
な
べ 
ま
さ
よ
し

よ

へ

な

よ
し
お
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▲結成総会には多くの住民が参加した

　
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｔ
Ｋ
ｂ
ｊ
リ
ー
グ
に
所
属
す

る
琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス（
木
村
達
郎
代
表
）と
沖
縄

市
が
４
月
27
日
、市
役
所
１
階
の
市
民
ロ
ビ
ー
で
共
同
記

者
会
見
を
開
き
、キ
ン
グ
ス
の
活
動
拠
点
と
な
る
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
を
沖
縄
市
に
す
る
と
発
表
し
た
。

　
会
見
に
は
、キ
ン
グ
ス
の
主
要
選
手
で「
ち
ゃ
ん
ぷ
る
〜

沖
縄
市
大
使
」に
就
任
し
て
い
る
山
内
盛
久
選
手
と
並
里

成
選
手
も
参
加
し
、木
村
代
表
は「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
沖
縄

市
を
と
お
し
て
、沖
縄
県
全
体
を
元
気
に
し
て
い
く
」と
意

気
込
み
を
語
っ
た
。現
在
、男
子
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

は
２
リ
ー
グ
あ
り
、来
年
10
月
に
は
、両
リ
ー
グ
を
統
合
し

た
新
リ
ー
グ
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。新
リ
ー
グ
へ
の
参
加
申

請
を
し
た
キ
ン
グ
ス
は
、ア
リ
ー
ナ
建
設
を
予
定
し
て
い

る
沖
縄
市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
、様
々
な
参
加
要
件

を
満
た
し
、新
リ
ー
グ
で
の
活
躍
を
目
指
す
。

ク
リ
ー
ン
指
導
員
に
委
嘱
状
交
付

泡
瀬
第
一
自
主
防
災
組
織
が
結
成

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
へ

　
本
市
陸
上
競
技
場
を
メ
イ
ン

に
練
習
し
て
い
る
沖
縄
ア
ン
テ

ロ
ー
プ
陸
上
ク
ラ
ブ
が
、３
月
29

日
に
佐
賀
県
唐
津
市
で
行
わ
れ
た

第
27
回  

虹
の
松
原
カ
ッ
プ
西
日

本
選
抜
小
学
生
ク
ラ
ブ
駅
伝
競

走
大
会 

男
子
の
部
で
準
優
勝
し
、

４
月
17
日
に
狩
俣
教
育
長
を
訪
ね
、

喜
び
の
報
告
を
行
っ
た
。

　
同
大
会
に
は
、九
州
・
沖
縄
の

33
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
15
㎞
７
区

間
の
コ
ー
ス
で
競
っ
た
。同
ク
ラ

ブ
は
２
区
の
走
者
を
務
め
た
比

嘉
悠
人
君
が
、区
間
新
記
録
と
な

る
好
走
を
見
せ
る
な
ど
、選
手
達

は
力
走
し
、大
会
新
記
録
も
出
し

た
が
12
秒
差
で
惜
し
く
も
準
優
勝

と
な
っ
た
。

　
報
告
を
受
け
た
狩
俣
教
育
長

は「
九
州
地
区
は
駅
伝
の
レ
ベ
ル

が
高
く
、今
大
会
で
準
優
勝
を
し

た
こ
と
は
快
挙
。次
回
は
優
勝
を

目
標
に
し
て
練
習
に
励
み
、将
来

は
沖
縄
の
陸
上
界
を
け
ん
引
す

る
よ
う
な
選
手
に
な
っ
て
欲
し

い
」と
、こ
ど
も
達
を
激
励
し
た
。

▶
海
邦
町
自
主
防
災
組
織
の
関
係
者
達

▶
握
手
を
す
る
キ
ン
グ
ス
の
木
村
代
表

　（
左
か
ら
２
人
目
）
と
桑
江
市
長
（
同
３
人
目
）

▶
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
で
宮
部
選
手
と

　
ラ
リ
ー
す
る
こ
ど
も
達

▶
公
開
練
習
の
様
子

海邦町自主防災組織結成海邦町自主防災組織結成

キングスのホームタウンに決定
沖縄市を拠点に日本一を目指す

　
海
邦
町
自
主
防
災
組
織
結
成
準
備
委
員
会

（
饒
平
名
良
雄
会
長
）は
、４
月
22
日
に
海
邦

町
自
治
公
民
館
で
海
邦
町
自
主
防
災
組
織
結

成
総
会
を
開
催
し
同
組
織
を
結
成
し
た
。

　
同
組
織
は
住
民
の
自
主
的
な
防
災
活
動
に

よ
り
、地
震
や
そ
の
他
の
災
害
に
よ
る
被
害

の
防
止
と
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
結
成

さ
れ
た
も
の
で
、今
後
、防
災
知
識
の
普
及
・

啓
発
、地
域
の
災
害
危
険
の
把
握
、防
災
訓
練

な
ど
を
行
う
。結
成
総
会
で
は
、こ
れ
ま
で
の

経
過
報
告
や
、同
組
織
の
規
約
と
防
災
計
画

の
審
議
を
行
っ
た
ほ
か
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
防
災

サ
ポ
ー
ト
沖
縄
の
長
堂
政
美
副
理
事
長
に
よ

る
基
調
講
演「
海
邦
町
区
域
の
災
害
対
策
」も

行
わ
れ
た
。

　
地
震
や
津
波
、高
潮
な
ど
の
災
害
時
に
、地
域
住
民
同

士
で
助
け
合
う
体
制
を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、被
害
の
防

止
と
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
４
月
26
日
、泡
瀬
第
一

自
治
会
で
泡
瀬
第
一
自
治
会
自
主
防
災
組
織
の
結
成
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
多
く
の
地
域
住
民
が
参
加
し
た
総
会
で
は
、泡
瀬
第
一

自
治
会
長
で
準
備
委
員
会
の
会
長
を
務
め
た
島
田
弘
子

会
長
が「
津
波
な
ど
の
災
害
の
と
き
に
、地
域
住
民
が
共

に
助
け
合
い
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
す
」と

決
意
を
語
り
、同
防
災
組
織
の
規
約
と
防
災
計
画
の
確

認
や
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、同
日
、自
治
会
で
は
12
番

目
と
な
る
自
主
防
災
組
織
が
誕
生
し
た
。

沖
縄
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
陸
上
ク
ラ
ブ

　
全
日
本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
が
４
月
23
日
か
ら
25
日
ま

で
、市
体
育
館
を
会
場
に
合
宿
を

行
っ
た
。合
宿
は
Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｂ（
国
際

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
）ワ
ー
ル
ド

グ
ラ
ン
プ
リ
と
Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｂ
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
に
向
け
た
チ
ー
ム
強
化

や
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及
、本
市

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
目
的
に
行
わ
れ

た
も
の
で
、
23
日
に
沖
縄
入
り
し

た
選
手
達
は
市
体
育
館
で
練
習
し

た
後
、ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
音

市
場
で
開
催
さ
れ
た
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
。レ
セ
プ

シ
ョ
ン
で
は
、な
か
の
ま
ち
ヤ
カ

ラ
ー
ズ
に
よ
る
沖
縄
の
歴
史
・
文

化
・
伝
統
芸
能
が
一
つ
に
な
っ
た

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
シ
ョ
ー

「
綾
庭
の
宴
」が
披
露
さ
れ
、選
手

達
を
楽
し
ま
せ
た
。24
日
は
終
日

練
習
を
こ
な
し
、
25
日
に
は
公
開

練
習
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
、交

流
会
、
講
演
が
行
わ
れ
た
。
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
に
は
県
内
の

小
学
生
か
ら
高
校
生
が
参
加
し
、

選
手
や
コ
ー
チ
か
ら
指
導
を
受

け
た
。交
流
会
で
は
、サ
イ
ン
色

紙
や
サ
イ
ン
入
り
Ｔ
シ
ャ
ツ
な

ど
の
景
品
が
も
ら
え
る
大
な
わ

と
び
や
サ
ー
ブ
ゲ
ー
ム
、じ
ゃ
ん

け
ん
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。講

演
会
で
は
、日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会
の
荒
木
田
裕
子
強
化
事
業

本
部
長
と
眞
鍋
政
義
監
督
が
選

手
の
逸
話
を
交
え
て
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

た
講
演
を
行
っ
た
。

バ
レ
ー
教
室
や
講
演
会
も
行
わ
れ
る

バ
レ
ー
教
室
や
講
演
会
も
行
わ
れ
る

　
市
福
祉
文
化
プ
ラ
ザ
で
４
月
14
日
に
、平
成
27

年
度 

沖
縄
市
ク
リ
ー
ン
指
導
員
委
嘱
状
交
付
式
が

行
わ
れ
た
。ク
リ
ー
ン
指
導
員
制
度
は
リ
サ
イ
ク
ル

型
社
会
の
実
現
に
向
け
、ご
み
の
減
量
と
再
資
源
化

を
推
進
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
制
度
で
、ク
リ
ー
ン

指
導
員
は
行
政
と
市
民
を
繋
ぐ
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

役
を
担
う
。ク
リ
ー
ン
指
導
員
の
主
な
活
動
は
、ご

み
の
分
別
の
調
査
や
指
導
で
、誤
っ
た
ご
み
出
し
を

し
て
い
る
市
民
が
い
た
場
合
に
正
し
い
出
し
方
を

指
導
す
る
。委
嘱
状
交
付
式
で
ク
リ
ー
ン
指
導
員

連
絡
協
議
会
の
山
城
邦
子
副
会
長
は「
街
の
美
化

が
ク
リ
ー
ン
指
導
員
の
目
的
。み
ん
な
で
沖
縄
市
を

き
れ
い
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
た
。

▶
実
施
本
部
の
看
板
を
掲
げ
る
仲
本
副
市
長
　

　（
右
か
ら
２
人
目
）
と
職
員

▶
準
優
勝
の
報
告
に
訪
れ
た
選
手
た
ち

▶
委
嘱
状
を
受
け
取
る
山
城
副
会
長

平成27年 国勢調査沖縄市実施本部を設置
　
国
内
の
人
口
や
世
帯
の
実
態
を
把

握
し
、各
種
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、国
勢
調
査

の
実
施
に
伴
い
、５
月
７
日
に
仲
本
副

市
長
を
本
部
長
と
す
る
国
勢
調
査
沖

縄
市
実
施
本
部
が
設
置
さ
れ
、同
日
、

看
板
掲
揚
式
が
行
わ
れ
た
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、従
来
の
調
査
員

に
よ
る
調
査
方
法
に
加
え
、パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
す
る
オ

ン
ラ
イ
ン
調
査
が
導
入
さ
れ
る
。オ
ン

ラ
イ
ン
調
査
に
必
要
な
Ｉ
Ｄ
な
ど
の

情
報
は
９
月
上
旬
、紙
の
調
査
票
は
９

月
下
旬
か
ら
、調
査
員
が
各
世
帯
に
配

布
す
る
。

が   

ゆ
う 

と

ひ

も
り 

ひ
さ

な
り
と

あ
ら
き
だ 

ゆ
う
こ

ま
な
べ 

ま
さ
よ
し

よ

へ

な

よ
し
お
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話 題
ゴ
ー
ヤ
ー
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
無
料
配
布

楽しく歩いて健康増進市へ書道作品寄贈

活
動
支
援
を
呼
び
か
け
る

県と協力し、税の徴収率アップ

合
祀
者
の
冥
福
を
祈
る

市民の相談役を担う

弁
当
作
り
は
美
味
し
く
・

　
　楽
し
く
・
バ
ラ
ン
ス
良
く

あらさき とものり なかざと たかなお

い しき  くに お あ  に  や　むねかつ しまぶくろなおとし

なかそね   なお や

　
第
29
回
元
祖
ゴ
ー
ヤ
ー
の
日（
コ
ザ
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
）が
５
月
８
日
の
午
後
５
時

８
分
に
コ
ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン 

音
楽
広

場
で
開
催
さ
れ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
80
キ
ロ
の
ゴ
ー
ヤ
ー
が
大
型

の
鍋
で
炒
め
ら
れ
、で
き
あ
が
っ
た
４
０
０
食

の
ゴ
ー
ヤ
ー
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
が
来
場
者
に
無
料

で
配
布
さ
れ
た
。ス
テ
ー
ジ
で
は
仲
宗
根
創
さ

ん
の
民
謡
ラ
イ
ブ
や
ゴ
ー
ヤ
ー
マ
ン
と
の
ゴ
ー

ヤ
ー
争
奪
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
が
行
わ
れ
、大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。会
場
で
は
ゴ
ー
ヤ
ー
バ
ー

ガ
ー
や
ゴ
ー
ヤ
ー
お
に
ぎ
り
、ゴ
ー
ヤ
ー
お
だ

ま
り
焼
き
そ
ば
な
ど
、ゴ
ー
ヤ
ー
に
ち
な
ん
だ

ユ
ニ
ー
ク
な
料
理
も
販
売
さ
れ
た
ほ
か
、ネ

パ
ー
ル
地
震
救
援
金
へ
の
募
金
が
呼
び
か
け
ら

れ
た
。

　ウォーキングを始めたいと思っている方や初心者の方を対象に、正
しいウォーキングの方法を学び、楽しさを実感してもらおうと、４月28
日に県総合運動公園で初心者向けウォーキング講座（市民健康課主
催）が開催された。講座当日は天候に恵まれ、参加者は講師の運動指導
士からウォーミングアップや歩き方の指導を受けた後、2.5kmのコー
スを45分かけてウォーキングし、爽やかな汗を流した。講座参加者か
らは「テッポウユリが満開に咲いているコースを歩き、心も体もリフ
レッシュできた」と好評だった。

▲ 来場者はゴーヤー料理を味わいながらイベントを楽しんだ

▲ 青空のもとウォーキングを楽しむ参加者たち

元
祖
ゴ
ー
ヤ
ー
の
日
、
盛
り
上
が
る

初心者向けウォーキング講座

　
弁
当
作
り
を
と
お
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
の
組
み
合
わ
せ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
ヘ
ル

シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
体
験
教
室
バ
ラ
ン
ス
ア
ッ
プ

の
弁
当
作
り（
市
民
健
康
課
主
催
）が
、５
月
１

日
に
福
祉
文
化
プ
ラ
ザ
の
調
理
実
習
室
で
開
催

さ
れ
た
。

　
同
体
験
教
室
で
は
、講
師
を
務
め
る
栄
養
士

か
ら
主
食
や
主
菜
、副
菜
の
割
合
に
つ
い
て
、イ

ラ
ス
ト
パ
ネ
ル
を
用
い
て
説
明
さ
れ
た
ほ
か
、

暑
い
時
期
に
作
る
弁
当
作
り
の
衛
生
面
に
つ
い

て
の
注
意
点
や
、短
い
時
間
で
作
る
料
理
の
コ

ツ
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。説
明
の
あ
と
、４
人
一

組
の
グ
ル
ー
プ
で
お
か
ず
３
品
を
調
理
し
、持

参
し
た
弁
当
箱
に
詰
め
、試
食
を
行
っ
た
。

　
参
加
者
ら
は
、弁
当
の
お
か
ず
作
り
を
と
お

し
て
自
分
に
あ
っ
た
必
要
な
量
や
食
の
大
切
さ

を
学
ん
だ
。

　昨年11月に市制施行40周年を記念して開催されたコンサート「民
族音楽 詩曲 響」の公演を記念し、立津文堂氏が制作した書道作品が4
月30日、市に寄贈された。
　立津氏は県書道美術振興会の理事長で『「響」を成功させる会』のメ
ンバーでもあり、寄贈された作品には大きく「響」の文字が書かれ、隣
には同会メンバーの長嶺恵美子さんの詩「～とよむ～」が書き添えら
れている。「響」は天地開闢をテーマに、50人以上の奏者で演奏する壮
大なコンサートで「芭蕉布」や「ゆうなの花」などの作曲で知られる本
市在住の普久原恒勇氏が作曲した。

▲ 楽しみながらも熱心に学ぶ参加者たち

▲ 作品を制作・寄贈した立津文堂氏（左から2人目）

ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
体
験
教
室

詩曲「響」公演記念作品

　
平
成
27
年
度 

沖
縄
市
赤
十
字
奉
仕
団
社
資
増

強
運
動
出
発
式
が
、５
月
11
日
に
市
役
所
１
階

の
市
民
ロ
ビ
ー
で
行
わ
れ
た
。

　
例
年
５
月
の
赤
十
字
運
動
月
間
に
合
わ
せ
て

実
施
さ
れ
る
社
資
増
強
運
動
は
、広
く
市
民
に

赤
十
字
の
使
命
と
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
赤
十
字
事
業
を
円
滑
に
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
て
お
り
、そ
の
赤
十
字
の
人
道
的

活
動
は
、社
資
と
個
人
の
寄
付
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、沖
縄
市
地
区
長
を
務

め
る
桑
江
市
長
が
本
年
度
の
社
資
第
１
号
と
し

て
、社
資
を
納
入
し
た
。

　
赤
十
字
奉
仕
団
で
は
、赤
十
字
の
活
動
を
支

え
る
赤
十
字
社
員
を
募
集
し
、社
資（
募
金
）の

協
力
を
呼
び
か
け
る
と
同
時
に
、共
に
活
動
す

る
奉
仕
団
員
を
募
集
し
て
い
る
。

　県の職員が沖縄市職員の身分を併せ持ち、市職員と共に税の徴収業
務を行うことで、市職員の徴収技術と徴収率の向上を目的に、4月24
日に市役所で県税職員5人に併任辞令が交付された。
　任命されたのは、コザ県税事務所の新崎智憲主査、仲里孝直主任、
伊敷邦雄主任と名護県税事務所の安仁屋宗勝主査、島袋直俊主任の5
人で、併任期間は4月24日から平成28年3月31日までとなっている。
併任辞令交付式でコザ県税事務所の仲宗根尚哉所長は「併任職員を活
用していただき、税の徴収率向上を目指して欲しい」と話した。

▲ 出発式に集まった沖縄市赤十字奉仕団のメンバー

▲ 県との連携で、徴収率アップを目指す

赤
十
字
奉
仕
団
社
資
増
強
運
動
出
発
式

県税職員に併任辞令を交付

　
倉
敷
に
あ
る
沖
縄
市
納
骨
堂
で
４
月
24
日
、

旧
暦
３
月
の
清
明
節
に
行
わ
れ
る
先
祖
供
養

行
事
の
シ
ー
ミ
ー（
清
明
祭
）が
執
り
行
わ
れ

た
。

　
市
の
シ
ー
ミ
ー
は
一
般
家
庭
で
行
わ
れ
る

作
法
に
な
ら
い
、重
箱
に
入
っ
た
ご
馳
走
や
果

物
な
ど
を
お
供
え
し
、線
香
を
立
て
、ウ
チ
カ

ビ（
打
紙
）を
燃
や
し
、参
加
者
全
員
が
手
を
合

わ
せ
て
合
祀
者
の
冥
福
を
祈
っ
た
あ
と
、ウ
サ

ン
デ
ー（
お
供
え
物
を
下
げ
る
こ
と
）し
た
ご

馳
走
を
参
加
者
で
い
た
だ
い
た
。

　
市
納
骨
堂
は
、納
骨
さ
れ
て
い
る
遺
骨
を
平

成
25
年
度
に
整
理
し
て
お
り
、現
在
、戦
没
者
や

無
縁
仏
な
ど
約
１
，２
０
０
柱
が
合
祀
さ
れ
て

い
る
。

　総務大臣より4月1日付で、島袋さと子さんと仲宗根寛好さんの2人
が新たに行政相談委員を委嘱された。市役所で4月20日に行われた伝
達交付式で島袋さんは「市民に気軽に相談してもらえるようにスキル
を上げたい」、仲宗根さんは「公務員の経験を活かし、住民の声を行政
に届けていきたい」と抱負を語った。沖縄市では島袋さんと仲宗根さ
ん、以前より行政相談委員を務めている島袋正一さんの3人が、公民
館や市役所で巡回相談を行っており、国の仕事についての意見や要
望、行政の仕組や手続きに関する問い合わせなどの相談を受け付け、
解決のための助言や関係機関への通知などを行っている。

▲ ご馳走を供え、線香を立てる様子

▲ 新たに行政相談委員に委嘱された仲宗根寛好さんと島袋さと子さん
 （左から2人目と3人目）

沖
縄
市
納
骨
堂

　清
明
祭

行政相談委員に委嘱状交付

とよむ たてつ ぶんどう

てんちかいびゃく

つね お

しまぶくろ

しまぶくまさいち

かんこう
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料
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布
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に
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ジ
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で
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た
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イ
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が
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の
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で
炒
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ら
れ
、で
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が
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た
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０
０
食

の
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ヤ
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チ
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プ
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が
来
場
者
に
無
料

で
配
布
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た
。ス
テ
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ジ
で
は
仲
宗
根
創
さ

ん
の
民
謡
ラ
イ
ブ
や
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ヤ
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マ
ン
と
の
ゴ
ー
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ー
争
奪
じ
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ん
け
ん
大
会
が
行
わ
れ
、大
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に
盛
り
上
が
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た
。会
場
で
は
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バ
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や
ゴ
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お
に
ぎ
り
、ゴ
ー
ヤ
ー
お
だ

ま
り
焼
き
そ
ば
な
ど
、ゴ
ー
ヤ
ー
に
ち
な
ん
だ

ユ
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ク
な
料
理
も
販
売
さ
れ
た
ほ
か
、ネ

パ
ー
ル
地
震
救
援
金
へ
の
募
金
が
呼
び
か
け
ら

れ
た
。

　ウォーキングを始めたいと思っている方や初心者の方を対象に、正
しいウォーキングの方法を学び、楽しさを実感してもらおうと、４月28
日に県総合運動公園で初心者向けウォーキング講座（市民健康課主
催）が開催された。講座当日は天候に恵まれ、参加者は講師の運動指導
士からウォーミングアップや歩き方の指導を受けた後、2.5kmのコー
スを45分かけてウォーキングし、爽やかな汗を流した。講座参加者か
らは「テッポウユリが満開に咲いているコースを歩き、心も体もリフ
レッシュできた」と好評だった。

▲ 来場者はゴーヤー料理を味わいながらイベントを楽しんだ

▲ 青空のもとウォーキングを楽しむ参加者たち

元
祖
ゴ
ー
ヤ
ー
の
日
、
盛
り
上
が
る

初心者向けウォーキング講座

　
弁
当
作
り
を
と
お
し
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ス
の
良
い
食

事
の
組
み
合
わ
せ
を
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で
も
ら
お
う
と
ヘ
ル

シ
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ク
ッ
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グ
体
験
教
室
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ラ
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ス
ア
ッ
プ

の
弁
当
作
り（
市
民
健
康
課
主
催
）が
、５
月
１

日
に
福
祉
文
化
プ
ラ
ザ
の
調
理
実
習
室
で
開
催

さ
れ
た
。

　
同
体
験
教
室
で
は
、講
師
を
務
め
る
栄
養
士

か
ら
主
食
や
主
菜
、副
菜
の
割
合
に
つ
い
て
、イ

ラ
ス
ト
パ
ネ
ル
を
用
い
て
説
明
さ
れ
た
ほ
か
、

暑
い
時
期
に
作
る
弁
当
作
り
の
衛
生
面
に
つ
い

て
の
注
意
点
や
、短
い
時
間
で
作
る
料
理
の
コ

ツ
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。説
明
の
あ
と
、４
人
一

組
の
グ
ル
ー
プ
で
お
か
ず
３
品
を
調
理
し
、持

参
し
た
弁
当
箱
に
詰
め
、試
食
を
行
っ
た
。

　
参
加
者
ら
は
、弁
当
の
お
か
ず
作
り
を
と
お

し
て
自
分
に
あ
っ
た
必
要
な
量
や
食
の
大
切
さ

を
学
ん
だ
。

　昨年11月に市制施行40周年を記念して開催されたコンサート「民
族音楽 詩曲 響」の公演を記念し、立津文堂氏が制作した書道作品が4
月30日、市に寄贈された。
　立津氏は県書道美術振興会の理事長で『「響」を成功させる会』のメ
ンバーでもあり、寄贈された作品には大きく「響」の文字が書かれ、隣
には同会メンバーの長嶺恵美子さんの詩「～とよむ～」が書き添えら
れている。「響」は天地開闢をテーマに、50人以上の奏者で演奏する壮
大なコンサートで「芭蕉布」や「ゆうなの花」などの作曲で知られる本
市在住の普久原恒勇氏が作曲した。

▲ 楽しみながらも熱心に学ぶ参加者たち

▲ 作品を制作・寄贈した立津文堂氏（左から2人目）

ヘ
ル
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ッ
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グ
体
験
教
室

詩曲「響」公演記念作品

　
平
成
27
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沖
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市
赤
十
字
奉
仕
団
社
資
増

強
運
動
出
発
式
が
、５
月
11
日
に
市
役
所
１
階

の
市
民
ロ
ビ
ー
で
行
わ
れ
た
。

　
例
年
５
月
の
赤
十
字
運
動
月
間
に
合
わ
せ
て

実
施
さ
れ
る
社
資
増
強
運
動
は
、広
く
市
民
に

赤
十
字
の
使
命
と
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
赤
十
字
事
業
を
円
滑
に
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
て
お
り
、そ
の
赤
十
字
の
人
道
的

活
動
は
、社
資
と
個
人
の
寄
付
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、沖
縄
市
地
区
長
を
務

め
る
桑
江
市
長
が
本
年
度
の
社
資
第
１
号
と
し

て
、社
資
を
納
入
し
た
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赤
十
字
奉
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団
で
は
、赤
十
字
の
活
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を
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え
る
赤
十
字
社
員
を
募
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し
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資（
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金
）の

協
力
を
呼
び
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け
る
と
同
時
に
、共
に
活
動
す

る
奉
仕
団
員
を
募
集
し
て
い
る
。

　県の職員が沖縄市職員の身分を併せ持ち、市職員と共に税の徴収業
務を行うことで、市職員の徴収技術と徴収率の向上を目的に、4月24
日に市役所で県税職員5人に併任辞令が交付された。
　任命されたのは、コザ県税事務所の新崎智憲主査、仲里孝直主任、
伊敷邦雄主任と名護県税事務所の安仁屋宗勝主査、島袋直俊主任の5
人で、併任期間は4月24日から平成28年3月31日までとなっている。
併任辞令交付式でコザ県税事務所の仲宗根尚哉所長は「併任職員を活
用していただき、税の徴収率向上を目指して欲しい」と話した。

▲ 出発式に集まった沖縄市赤十字奉仕団のメンバー

▲ 県との連携で、徴収率アップを目指す

赤
十
字
奉
仕
団
社
資
増
強
運
動
出
発
式

県税職員に併任辞令を交付

　
倉
敷
に
あ
る
沖
縄
市
納
骨
堂
で
４
月
24
日
、

旧
暦
３
月
の
清
明
節
に
行
わ
れ
る
先
祖
供
養

行
事
の
シ
ー
ミ
ー（
清
明
祭
）が
執
り
行
わ
れ

た
。

　
市
の
シ
ー
ミ
ー
は
一
般
家
庭
で
行
わ
れ
る

作
法
に
な
ら
い
、重
箱
に
入
っ
た
ご
馳
走
や
果

物
な
ど
を
お
供
え
し
、線
香
を
立
て
、ウ
チ
カ

ビ（
打
紙
）を
燃
や
し
、参
加
者
全
員
が
手
を
合

わ
せ
て
合
祀
者
の
冥
福
を
祈
っ
た
あ
と
、ウ
サ

ン
デ
ー（
お
供
え
物
を
下
げ
る
こ
と
）し
た
ご

馳
走
を
参
加
者
で
い
た
だ
い
た
。

　
市
納
骨
堂
は
、納
骨
さ
れ
て
い
る
遺
骨
を
平

成
25
年
度
に
整
理
し
て
お
り
、現
在
、戦
没
者
や

無
縁
仏
な
ど
約
１
，２
０
０
柱
が
合
祀
さ
れ
て

い
る
。

　総務大臣より4月1日付で、島袋さと子さんと仲宗根寛好さんの2人
が新たに行政相談委員を委嘱された。市役所で4月20日に行われた伝
達交付式で島袋さんは「市民に気軽に相談してもらえるようにスキル
を上げたい」、仲宗根さんは「公務員の経験を活かし、住民の声を行政
に届けていきたい」と抱負を語った。沖縄市では島袋さんと仲宗根さ
ん、以前より行政相談委員を務めている島袋正一さんの3人が、公民
館や市役所で巡回相談を行っており、国の仕事についての意見や要
望、行政の仕組や手続きに関する問い合わせなどの相談を受け付け、
解決のための助言や関係機関への通知などを行っている。

▲ ご馳走を供え、線香を立てる様子

▲ 新たに行政相談委員に委嘱された仲宗根寛好さんと島袋さと子さん
 （左から2人目と3人目）

沖
縄
市
納
骨
堂

　清
明
祭

行政相談委員に委嘱状交付

とよむ たてつ ぶんどう

てんちかいびゃく

つね お

しまぶくろ

しまぶくまさいち

かんこう

広報 2015.6.17



KOZA CHOICE!

KOZA CHOICE!

月
今
の

　
今
回
の【KO

ZA CHO
ICE!（

コ
ザ
チ
ョ
イ
ス
）】

は
、大
衆
食
堂
ミ
ッ
キ
ー
の「
て
び
ち
お
か
ず
」を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
大
衆
食
堂
ミ
ッ
キ
ー
は
、沖
縄
そ
ば
の
麺
を
使
っ

た
大
皿
の
焼
き
そ
ば
や
山
盛
り
ご
飯
に
ス
ー
プ
、漬

物
が
付
い
た
ポ
ー
ク
玉
子
な
ど
、ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点

の
定
食
が
自
慢
の
大
衆
食
堂
で
す
。味
の
変
化
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、ミ
ッ
キ
ー
食
堂
オ
リ
ジ
ナ
ル

ソ
ー
ス
も
用
意
し
て
お
り
、創
業
当
時
か
ら
変
わ
ら

な
い
お
い
し
さ
は
コ
ザ
ン
チ
ュ
の
胃
袋
を
掴
ん
で

離
さ
ず
、基
地
内
で
も「
沖
縄
の
お
袋
の
味
」が
食
べ

ら
れ
る
店
と
し
て
有
名
で
、多
く
の
フ
ァ
ン
が
い
る

そ
う
で
す
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る「
て
び
ち
お
か
ず
」は
、ボ

リ
ュ
ー
ム
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、と
ろ
け
る
よ
う
な

食
感
と
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
て
び
ち
が
地
元
客
は
も
と

よ
り
観
光
客
に
も
人
気
の
一
品
で
す
。外
国
の
方
に

も
好
評
で
、欧
米
人
に
は
ピ
リ
辛
の
ソ
ー
ス
、ア
ジ

ア
人
に
は
ビ
ネ
ガ
ー
ソ
ー
ス
が
人
気
だ
そ
う
で
す
。

　
テ
レ
ビ
や
映

画
の
ロ
ケ
地
に

も
よ
く
使
わ
れ

る
有
名
店
な
の

で
、是
非
一
度

足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
梅
雨
明
け
待
ち
遠
し
い
季
節
で
す
。沖
縄
地
方
の

梅
雨
が
明
け
る
の
は
、平
年
通
り
だ
と
６
月
23
日
、

奇
し
く
も「
沖
縄
　
慰
霊
の
日
」に
あ
た
り
ま
す
。

　
県
民
に
と
っ
て
は
す
っ
き
り
し
な
い
天
気
だ
け

で
な
く
、戦
争
の
記
憶
が
強
く
呼
び
起
こ
さ
れ
る
最

も
つ
ら
い
月
で
す
が
、過
去
の
経
験
を
振
り
返
り
、

今
後
の
生
活
や
社
会
の
あ
り
方
を
考
え
る
毎
年
の

機
会
と
し
た
い
も
の
で
す
。

　
今
月
よ
り
ヒ
ス
ト
リ
ー
ト
Ⅱ
で
は
、企
画
展『
今

日
か
ら
、明
日
か
ら
。』を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
本
展
で
は
戦
前
期
に
お
け
る
市
民
の
生
活
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、そ
し
て
そ
れ
が
戦

後
、ど
の
よ
う
に
移
り
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
を
考

え
ま
す
。

　
70
年
前
の
沖
縄
戦
で
破
壊
さ
れ
た
純
農
村
と
し

て
の
生
活
は
、戦
後
復
興
を
経
て「
基
地
の
街
」と
し

て
の
生
活
に
転
じ
ま
し
た
。

　
写
真
は
、米
軍
基
地
に
消
え
た
集
落「
御
殿
敷
」の

拝
所
で
す
。１
９
９
０
年
10
月（
旧
暦
９
月
）、米
軍

立
ち
会
い
の
下
で
年
中
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
御
殿
敷
は
、郷
友
会
組
織
を
立
ち
上
げ
て
、戦
前

期
か
ら
続
く
伝
統
行
事
を
継
続
し
な
が
ら
、ム
ラ
の

共
有
地（
拝
所
）を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　
戦
前
か
ら
戦
後
を
通
し
、コ
ザ・美
里
の
人
々
は
、

一
変
し
た
り
消
え
た
り
し
た
街
並
み
の
な
か
で
、

「
今
日
を・明
日
を
」ど
の
よ
う
に
生
き
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
消
防
団
は
、普
段
は
本
業
の
仕
事
に

就
き
な
が
ら
、火
災
や
大
規
模
災
害
の

発
生
時
の
、消
火
や
救
助
活
動
、警
戒

巡
視
、避
難
誘
導
な
ど
を
行
う
消
防
機

関
の
ひ
と
つ
で
、そ
の
活
動
は
、災
害
活

動
時
だ
け
で
は
な
く
、平
常
時
に
も
月

例
定
期
訓
練
の
ほ
か
、心
肺
蘇
生
法
な

ど
の
応
急
手
当
普
及
指
導
や
消
火
器

の
取
扱
い
の
指
導
、住
宅
火
災
警
報
器

設
置
の
啓
発
活
動
な
ど
を
行
い
、地
域

に
お
け
る
消
防
・
防
災
力
の
向
上
を

担
っ
て
い
る
。小
濱
さ
ん
は
、平
成
23
年

度
に
沖
縄
市
消
防
団
長
と
し
て
就
任

し
て
現
在
２
期
目
を
務
め
て
い
る
。

　
小
濱
さ
ん
は
20
代
の
頃
か
ら
地
域
の

自
治
会
や
青
年
会
活
動
に
携
わ
っ
て
き

た
。そ
の
頃
、地
域
消
防
団
員
と
し
て
推

薦
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、沖
縄

市
消
防
団
に
入
団
し
た
。当
時
か
ら
消

防
職
員
と
消
防
団
の
連
携
は
密
で
、地

域
の
防
災
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
常

に
学
ん
で
い
た
と
小
濱
さ
ん
は
話
す
。

　
小
濱
さ
ん
が
団
長
を
務
め
る
沖
縄

市
消
防
団
の
団
員
数
は
50
人
で
５
分

団
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。最
近
の
活
動

と
し
て
は
、18
人
が
応
急
手
当
指
導
員

資
格
を
取
得
し
、救
命
講
習
を
行
い
、

救
命
率
の
向
上
や
普
及
啓
発
活
動
に

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、

沖
縄
市
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
警

戒
活
動
を
行
い
、台
風
時
の
暴
風
雨
出

動
の
際
で
は
、市
の
消
防
士
と
協
力
し

て
災
害
対
応
や
、広
報
活
動
を
行
っ
て

い
る
。ま
た
、平
成
27
年
３
月
に
消
防

団
と
し
て
の
取
組
活
動
が
評
価
さ
れ
、

消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
章
し
た
。今

回
の
受
章
に
つ
い
て
小
濱
さ
ん
は
、消

防
職
員
と
消
防
団
が
一
致
団
結
し
た

結
果
だ
と
話
す
。

　
小
濱
さ
ん
は
、こ
れ
ま
で
の
消
防
団

の
活
動
で
、平
成
17
年
６
月
に
記
録
的

な
豪
雨
に
よ
り
比
謝
川
が
氾
濫
し
た
こ

と
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
話
す
。当
時

は
自
衛
隊
の
出
動
も
あ
り
、
24
時
間
体

制
で
本
部
に
待
機
し
て
、避
難
者
の
対

応
な
ど
を
行
っ
た
そ
う
だ
。

　
市
消
防
本
部
に
は
、地
震
や
消
火
体

験
が
で
き
る
防
災
研
修
セ
ン
タ
ー
が
あ

る
。小
濱
さ
ん
は「
子
ど
も
た
ち
に
ぜ
ひ

体
験
し
て
欲
し
い
」と
話
す
。そ
し
て
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
に
尽
力
し
、市
の

消
防
・
防
災
力
向
上
を
目
指
す
と
語
っ

て
い
る
。ま
た
、市
消
防
団
員
の
年
齢
構

成
が
30
代
以
上
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら「
も
っ
と
地
域
の
若
者
が
参
加
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。自
身
が
70
代
半
ば
に
な
る
の
で
、地

域
の
お
年
寄
り
た
ち
と
も
一
緒
に
防
災

に
つ
い
て
継
続
し
て
勉
強
し
て
い
き
た

い
」と
意
気
込
み
を
話
し
た
。

　
現
在
、小
濱
さ
ん
は
本
市
消
防
団
に

在
職
し
て
47
年
と
な
る
。小
濱
さ
ん
の

孫
が
消
防
士
と
な
っ
た
そ
う
だ
。小
濱

さ
ん
の
消
防
・
防
災
力
向
上
へ
の
熱
い

想
い
は
、次
の
世
代
に
受
け
継
が
れ
て

い
く
。

　
泡
瀬
第
二
自
治
会（
平
良
光
範
会

長
）は
緑
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
、区
域

に
は
門
が
３
つ
あ
る
珍
し
い
墓

『
ジ
ョ
ー
ミ
ー
チ
ャ
ー
墓
』が
あ
る
こ

と
か
ら
、『
ジ
ョ
ー
ミ
ー
チ
ャ
ー
』が
地

域
の
呼
び
名
に
な
っ
て
い
る
。人
口
は

少
な
い
が
、そ
の
分
住
民
の
仲
が
良

く
、平
成
９
年
に
地
域
住
民
の
手
で
建

て
ら
れ
た
プ
レ
ハ
ブ
の
公
民
館
が
地

域
の
自
慢
と
な
っ
て
い
る
。こ
ど
も
会

の
活
動
が
活
発
で
、季
節
ご
と
の
催
し

や
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、映
画
鑑
賞
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、公
民
館
に
は
多
く
の

こ
ど
も
達
が
集
ま
る
。近
年
は
ア
パ
ー

ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
、古
謝

大
橋
の
完
成
で
交
通
の
便
も
良
く
な

り
、人
口
が
増
え
て
き
て
い
る
。平
良

会
長
は
行
事
を
き
っ
か
け
に
住
民
が

顔
見
知
り
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
考

え
て
お
り
、行
事
に
参
加
し
て
く
れ
る

人
を
増
や
し
、地
域
を
活
性
化
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
。行
事
に
参
加
し
た

方
々
は「
楽
し
か
っ
た
」と
笑
顔
で

帰
っ
て
い
く
た
め
、自
治
会
役
員
や
市

と
協
力
し
て
よ
り
多
く
の
住
民
に
参

加
し
て
も
ら
え
る
催
し
を
企
画
し
て

い
き
た
い
と
話
し
て
い
る
。

電
話
：
９
３
７

－

０
５
９
９

今月の人277

コ

イ
ス 

12

本
市
の
消
防
力・防
災
力
の

さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
す

小
濱 

守
康
さ
ん

　
本
市
消
防
団
に
入
団
し
て
47
年

と
な
る
小
濱
守
康
さ
ん
。現
在
、

団
長
２
期
目
を
務
め
る
小
濱
さ
ん

が
率
い
る
本
市
消
防
団
は
消
防
庁

長
官
表
彰
を
受
章
し
た
。

　
世
界
各
地
で
大
き
な
災
害
が
発

生
し
て
い
る
近
年
、本
市
消
防
団

の
活
動
や
本
市
の
消
防
・
防
災
力

に
対
す
る
想
い
を
小
濱
さ
ん
に
聞

い
た
。

（73）

■ 市史編集担当／
　 TEL： 929-4128（直通）
■ ヒストリート、ヒストリートⅡ／
　 TEL：929-2922

御殿敷の旧九月九日行事。鳥居の下で
米軍が待機する（1990年10月）

所在地：沖縄市中央３－１－６
営業時間：午前１１時～午後９時
定休日：日曜日
　　　　（開店する場合もあり）
問合せ：TEL 098-939-9663

商品名：てびちおかず
事業所名：大衆食堂ミッキー
職　種：飲食店
代表者：嘉手納 江利子

3沖縄市自治会紹介

▲

公
民
館
ま
つ
り
で
４
年
に
１
度
披
露
さ
れ
る
組
踊

　「
万
歳
敵
討
」

▲

こ
ど
も
会
の
ひ
な
ま
つ
り
の
様
子

泡
瀬
第
二
自
治
会

緑
豊
か
な
住
み
よ
い
ま
ち

　
照
屋
自
治
会（
眞
玉
橋
朝
勇
会
長
）

は
、松
樹
会（
老
人
会
）や
婦
人
会
、青

年
会
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
な
ど
多

数
の
団
体
が
あ
り
、様
々
な
催
し
が

行
わ
れ
て
い
る
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
の『
て
ぃ
ら
ぬ
会
』は
、65
歳
以
上

の
独
り
暮
ら
し
の
方
の
家
を
訪
問

し
、近
況
を
確
認
す
る
見
守
り
活
動

を
20
年
以
上
続
け
て
お
り
、平
成
25

年
度
に
県
か
ら『
ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ

う
地
域
優
秀
賞
』が
贈
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、青
少
年
育
成
部
は
、夏
休
み
に

自
然
体
験
を
す
る
親
子
一
泊
体
験
を

開
催
し
て
い
る
。そ
の
ほ
か
、ま
つ
り

な
ど
で
婦
人
会
が
作
る『
て
ぃ
ら
パ

イ
』は
、冬
瓜（
シ
ブ
イ
）を
具
材
に
し

た
パ
イ
で
、お
い
し
く
ヘ
ル
シ
ー
で

人
気
の
一
品
と
な
っ
て
い
る
。眞
玉

橋
会
長
は「
自
治
会
の
行
事
は
、地
域

の
み
な
さ
ん
の
自
治
会
費
で
開
催
し

て
い
る
の
で
、た
く
さ
ん
の
方
に
参

加
し
て
も
ら
い
た
い
」と
呼
び
か
け

て
お
り「
地
域
の
方
が
毎
日
、楽
し
く

健
康
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
て
、照

屋
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
も
ら
え
る
自
治
会
を
目
指
し
た

い
」と
話
し
て
い
る
。

電
話
：
９
３
７

－

４
４
７
０

照
屋
自
治
会

多
彩
な
取
り
組
み
で
活
発
な
地
域

こ 

は
ま

も
り
や
す

ま
だ
ん
ば
し
ち
ょ
う
ゆ
う

た
い
ら 

み
つ
の
り

う
ど
ぅ
ん
し
ち

広報 2015.6.1 8



KOZA CHOICE!

KOZA CHOICE!

月
今
の

　
今
回
の【KO

ZA CHO
ICE!（

コ
ザ
チ
ョ
イ
ス
）】

は
、大
衆
食
堂
ミ
ッ
キ
ー
の「
て
び
ち
お
か
ず
」を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
大
衆
食
堂
ミ
ッ
キ
ー
は
、沖
縄
そ
ば
の
麺
を
使
っ

た
大
皿
の
焼
き
そ
ば
や
山
盛
り
ご
飯
に
ス
ー
プ
、漬

物
が
付
い
た
ポ
ー
ク
玉
子
な
ど
、ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点

の
定
食
が
自
慢
の
大
衆
食
堂
で
す
。味
の
変
化
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、ミ
ッ
キ
ー
食
堂
オ
リ
ジ
ナ
ル

ソ
ー
ス
も
用
意
し
て
お
り
、創
業
当
時
か
ら
変
わ
ら

な
い
お
い
し
さ
は
コ
ザ
ン
チ
ュ
の
胃
袋
を
掴
ん
で

離
さ
ず
、基
地
内
で
も「
沖
縄
の
お
袋
の
味
」が
食
べ

ら
れ
る
店
と
し
て
有
名
で
、多
く
の
フ
ァ
ン
が
い
る

そ
う
で
す
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る「
て
び
ち
お
か
ず
」は
、ボ

リ
ュ
ー
ム
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、と
ろ
け
る
よ
う
な

食
感
と
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
て
び
ち
が
地
元
客
は
も
と

よ
り
観
光
客
に
も
人
気
の
一
品
で
す
。外
国
の
方
に

も
好
評
で
、欧
米
人
に
は
ピ
リ
辛
の
ソ
ー
ス
、ア
ジ

ア
人
に
は
ビ
ネ
ガ
ー
ソ
ー
ス
が
人
気
だ
そ
う
で
す
。

　
テ
レ
ビ
や
映

画
の
ロ
ケ
地
に

も
よ
く
使
わ
れ

る
有
名
店
な
の

で
、是
非
一
度

足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
梅
雨
明
け
待
ち
遠
し
い
季
節
で
す
。沖
縄
地
方
の

梅
雨
が
明
け
る
の
は
、平
年
通
り
だ
と
６
月
23
日
、

奇
し
く
も「
沖
縄
　
慰
霊
の
日
」に
あ
た
り
ま
す
。

　
県
民
に
と
っ
て
は
す
っ
き
り
し
な
い
天
気
だ
け

で
な
く
、戦
争
の
記
憶
が
強
く
呼
び
起
こ
さ
れ
る
最

も
つ
ら
い
月
で
す
が
、過
去
の
経
験
を
振
り
返
り
、

今
後
の
生
活
や
社
会
の
あ
り
方
を
考
え
る
毎
年
の

機
会
と
し
た
い
も
の
で
す
。

　
今
月
よ
り
ヒ
ス
ト
リ
ー
ト
Ⅱ
で
は
、企
画
展『
今

日
か
ら
、明
日
か
ら
。』を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
本
展
で
は
戦
前
期
に
お
け
る
市
民
の
生
活
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、そ
し
て
そ
れ
が
戦

後
、ど
の
よ
う
に
移
り
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
を
考

え
ま
す
。

　
70
年
前
の
沖
縄
戦
で
破
壊
さ
れ
た
純
農
村
と
し

て
の
生
活
は
、戦
後
復
興
を
経
て「
基
地
の
街
」と
し

て
の
生
活
に
転
じ
ま
し
た
。

　
写
真
は
、米
軍
基
地
に
消
え
た
集
落「
御
殿
敷
」の

拝
所
で
す
。１
９
９
０
年
10
月（
旧
暦
９
月
）、米
軍

立
ち
会
い
の
下
で
年
中
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
御
殿
敷
は
、郷
友
会
組
織
を
立
ち
上
げ
て
、戦
前

期
か
ら
続
く
伝
統
行
事
を
継
続
し
な
が
ら
、ム
ラ
の

共
有
地（
拝
所
）を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　
戦
前
か
ら
戦
後
を
通
し
、コ
ザ・美
里
の
人
々
は
、

一
変
し
た
り
消
え
た
り
し
た
街
並
み
の
な
か
で
、

「
今
日
を・明
日
を
」ど
の
よ
う
に
生
き
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
消
防
団
は
、普
段
は
本
業
の
仕
事
に

就
き
な
が
ら
、火
災
や
大
規
模
災
害
の

発
生
時
の
、消
火
や
救
助
活
動
、警
戒

巡
視
、避
難
誘
導
な
ど
を
行
う
消
防
機

関
の
ひ
と
つ
で
、そ
の
活
動
は
、災
害
活

動
時
だ
け
で
は
な
く
、平
常
時
に
も
月

例
定
期
訓
練
の
ほ
か
、心
肺
蘇
生
法
な

ど
の
応
急
手
当
普
及
指
導
や
消
火
器

の
取
扱
い
の
指
導
、住
宅
火
災
警
報
器

設
置
の
啓
発
活
動
な
ど
を
行
い
、地
域

に
お
け
る
消
防
・
防
災
力
の
向
上
を

担
っ
て
い
る
。小
濱
さ
ん
は
、平
成
23
年

度
に
沖
縄
市
消
防
団
長
と
し
て
就
任

し
て
現
在
２
期
目
を
務
め
て
い
る
。

　
小
濱
さ
ん
は
20
代
の
頃
か
ら
地
域
の

自
治
会
や
青
年
会
活
動
に
携
わ
っ
て
き

た
。そ
の
頃
、地
域
消
防
団
員
と
し
て
推

薦
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、沖
縄

市
消
防
団
に
入
団
し
た
。当
時
か
ら
消

防
職
員
と
消
防
団
の
連
携
は
密
で
、地

域
の
防
災
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
常

に
学
ん
で
い
た
と
小
濱
さ
ん
は
話
す
。

　
小
濱
さ
ん
が
団
長
を
務
め
る
沖
縄

市
消
防
団
の
団
員
数
は
50
人
で
５
分

団
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。最
近
の
活
動

と
し
て
は
、18
人
が
応
急
手
当
指
導
員

資
格
を
取
得
し
、救
命
講
習
を
行
い
、

救
命
率
の
向
上
や
普
及
啓
発
活
動
に

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、

沖
縄
市
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
警

戒
活
動
を
行
い
、台
風
時
の
暴
風
雨
出

動
の
際
で
は
、市
の
消
防
士
と
協
力
し

て
災
害
対
応
や
、広
報
活
動
を
行
っ
て

い
る
。ま
た
、平
成
27
年
３
月
に
消
防

団
と
し
て
の
取
組
活
動
が
評
価
さ
れ
、

消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
章
し
た
。今

回
の
受
章
に
つ
い
て
小
濱
さ
ん
は
、消

防
職
員
と
消
防
団
が
一
致
団
結
し
た

結
果
だ
と
話
す
。

　
小
濱
さ
ん
は
、こ
れ
ま
で
の
消
防
団

の
活
動
で
、平
成
17
年
６
月
に
記
録
的

な
豪
雨
に
よ
り
比
謝
川
が
氾
濫
し
た
こ

と
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
話
す
。当
時

は
自
衛
隊
の
出
動
も
あ
り
、
24
時
間
体

制
で
本
部
に
待
機
し
て
、避
難
者
の
対

応
な
ど
を
行
っ
た
そ
う
だ
。

　
市
消
防
本
部
に
は
、地
震
や
消
火
体

験
が
で
き
る
防
災
研
修
セ
ン
タ
ー
が
あ

る
。小
濱
さ
ん
は「
子
ど
も
た
ち
に
ぜ
ひ

体
験
し
て
欲
し
い
」と
話
す
。そ
し
て
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
に
尽
力
し
、市
の

消
防
・
防
災
力
向
上
を
目
指
す
と
語
っ

て
い
る
。ま
た
、市
消
防
団
員
の
年
齢
構

成
が
30
代
以
上
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら「
も
っ
と
地
域
の
若
者
が
参
加
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。自
身
が
70
代
半
ば
に
な
る
の
で
、地

域
の
お
年
寄
り
た
ち
と
も
一
緒
に
防
災

に
つ
い
て
継
続
し
て
勉
強
し
て
い
き
た

い
」と
意
気
込
み
を
話
し
た
。

　
現
在
、小
濱
さ
ん
は
本
市
消
防
団
に

在
職
し
て
47
年
と
な
る
。小
濱
さ
ん
の

孫
が
消
防
士
と
な
っ
た
そ
う
だ
。小
濱

さ
ん
の
消
防
・
防
災
力
向
上
へ
の
熱
い

想
い
は
、次
の
世
代
に
受
け
継
が
れ
て

い
く
。

　
泡
瀬
第
二
自
治
会（
平
良
光
範
会

長
）は
緑
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
、区
域

に
は
門
が
３
つ
あ
る
珍
し
い
墓

『
ジ
ョ
ー
ミ
ー
チ
ャ
ー
墓
』が
あ
る
こ

と
か
ら
、『
ジ
ョ
ー
ミ
ー
チ
ャ
ー
』が
地

域
の
呼
び
名
に
な
っ
て
い
る
。人
口
は

少
な
い
が
、そ
の
分
住
民
の
仲
が
良

く
、平
成
９
年
に
地
域
住
民
の
手
で
建

て
ら
れ
た
プ
レ
ハ
ブ
の
公
民
館
が
地

域
の
自
慢
と
な
っ
て
い
る
。こ
ど
も
会

の
活
動
が
活
発
で
、季
節
ご
と
の
催
し

や
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、映
画
鑑
賞
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、公
民
館
に
は
多
く
の

こ
ど
も
達
が
集
ま
る
。近
年
は
ア
パ
ー

ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
、古
謝

大
橋
の
完
成
で
交
通
の
便
も
良
く
な

り
、人
口
が
増
え
て
き
て
い
る
。平
良

会
長
は
行
事
を
き
っ
か
け
に
住
民
が

顔
見
知
り
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
考

え
て
お
り
、行
事
に
参
加
し
て
く
れ
る

人
を
増
や
し
、地
域
を
活
性
化
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
。行
事
に
参
加
し
た

方
々
は「
楽
し
か
っ
た
」と
笑
顔
で

帰
っ
て
い
く
た
め
、自
治
会
役
員
や
市

と
協
力
し
て
よ
り
多
く
の
住
民
に
参

加
し
て
も
ら
え
る
催
し
を
企
画
し
て

い
き
た
い
と
話
し
て
い
る
。

電
話
：
９
３
７

－

０
５
９
９

今月の人277

コ

イ
ス 

12

本
市
の
消
防
力・防
災
力
の

さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
す

小
濱 

守
康
さ
ん

　
本
市
消
防
団
に
入
団
し
て
47
年

と
な
る
小
濱
守
康
さ
ん
。現
在
、

団
長
２
期
目
を
務
め
る
小
濱
さ
ん

が
率
い
る
本
市
消
防
団
は
消
防
庁

長
官
表
彰
を
受
章
し
た
。

　
世
界
各
地
で
大
き
な
災
害
が
発

生
し
て
い
る
近
年
、本
市
消
防
団

の
活
動
や
本
市
の
消
防
・
防
災
力

に
対
す
る
想
い
を
小
濱
さ
ん
に
聞

い
た
。
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3沖縄市自治会紹介

▲

公
民
館
ま
つ
り
で
４
年
に
１
度
披
露
さ
れ
る
組
踊

　「
万
歳
敵
討
」

▲

こ
ど
も
会
の
ひ
な
ま
つ
り
の
様
子

泡
瀬
第
二
自
治
会

緑
豊
か
な
住
み
よ
い
ま
ち

　
照
屋
自
治
会（
眞
玉
橋
朝
勇
会
長
）

は
、松
樹
会（
老
人
会
）や
婦
人
会
、青

年
会
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
な
ど
多

数
の
団
体
が
あ
り
、様
々
な
催
し
が

行
わ
れ
て
い
る
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
の『
て
ぃ
ら
ぬ
会
』は
、65
歳
以
上

の
独
り
暮
ら
し
の
方
の
家
を
訪
問

し
、近
況
を
確
認
す
る
見
守
り
活
動

を
20
年
以
上
続
け
て
お
り
、平
成
25

年
度
に
県
か
ら『
ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ

う
地
域
優
秀
賞
』が
贈
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、青
少
年
育
成
部
は
、夏
休
み
に

自
然
体
験
を
す
る
親
子
一
泊
体
験
を

開
催
し
て
い
る
。そ
の
ほ
か
、ま
つ
り

な
ど
で
婦
人
会
が
作
る『
て
ぃ
ら
パ

イ
』は
、冬
瓜（
シ
ブ
イ
）を
具
材
に
し

た
パ
イ
で
、お
い
し
く
ヘ
ル
シ
ー
で

人
気
の
一
品
と
な
っ
て
い
る
。眞
玉

橋
会
長
は「
自
治
会
の
行
事
は
、地
域

の
み
な
さ
ん
の
自
治
会
費
で
開
催
し

て
い
る
の
で
、た
く
さ
ん
の
方
に
参

加
し
て
も
ら
い
た
い
」と
呼
び
か
け

て
お
り「
地
域
の
方
が
毎
日
、楽
し
く

健
康
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
て
、照

屋
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
も
ら
え
る
自
治
会
を
目
指
し
た

い
」と
話
し
て
い
る
。

電
話
：
９
３
７

－
４
４
７
０

照
屋
自
治
会

多
彩
な
取
り
組
み
で
活
発
な
地
域

こ 

は
ま

も
り
や
す

ま
だ
ん
ば
し
ち
ょ
う
ゆ
う

た
い
ら 

み
つ
の
り

う
ど
ぅ
ん
し
ち
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▼

オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ
音
楽
で
観
客
を
楽
し
ま
せ
る

　
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｅ

▼

ス
テ
ー
ジ
を
駆
け
回
る

　
Ｈ
ｅ
ａ
ｖ
ｅ
ｎ‚
ｓ 

ｈ
ｅ
ｍ
ｐ
の
ス
テ
ー
ジ

▲▼新鮮なマグロを解体しセリで格安販売 ▼パヤオ特製のカレーを味わう親子

▲上杉謙信と武田信玄の一騎打ち「三太刀七太刀」の名場面

▲武禘式で先手の大将に刀八毘沙門天の旗が渡された

▲甲冑姿で挨拶する安倍米沢市長 ▲砲術隊が出陣の号令で発砲（武禘式）

中心市街地で無料ライブ
ライブハウスサーキット始まる

　
コ
ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン

で
５
月
５
日
に「
第
15
回 

沖
縄
音

楽
市
２
０
１
５‐

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｎ‐

」

（
沖
縄
市
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン

音
市
場
主
催
）が
開
催
さ
れ
た
。

　
音
楽
市
は
、イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
バ

ン
ド
の
登
竜
門
的
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
開
催
さ
れ
て
お
り
、今
回
は
15

回
目
の
開
催
を
記
念
し
て
Ａ
Ｇ
Ａ

Ｉ
Ｎ（
再
び
）を
テ
ー
マ
に
、イ
ベ

ン
ト
の
開
催
当
初
か
ら
出
演
し
て

い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
、こ
の
日

限
り
の
復
活
バ
ン
ド
が
出
演
し

あ
っ
て
、会
場
に
は
あ
ふ
れ
ん
ば

か
り
の
購
入
希
望
者
が
集
ま
っ

た
。ま
た
、通
常
の
半
額
以
下
で
園

芸
植
物
が
購
入
で
き
る
草
花
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
も
人
気

だ
っ
た
。そ
の
ほ
か
に
も
、エ
イ
坊

＆
サ
ー
ち
ゃ
ん
撮
影
会
や
消
防
車

両
、レ
ス
キ
ュ
ー
ボ
ー
ト
、パ
ト

カ
ー
、白
バ
イ
な
ど
の
展
示
も
行

わ
れ
、来
場
者
は
写
真
撮
影
も
楽

し
ん
だ
。

　
泡
瀬
漁
港
で
４
月
29
日
に
パ
ヤ

オ
ま
つ
り（
市
漁
業
協
同
組
合
パ

ヤ
オ
研
究
会
主
催
）が
開
催
さ
れ

た
。

　
会
場
で
は
社
団
法
人
琉
球
水
難

救
済
県
会
を
は
じ
め
県
内
外
の

様
々
な
団
体
へ
の
募
金
が
呼
び
か

け
ら
れ
、先
着
５
０
０
０
人
の
募

金
者
に
は
カ
レ
ー
が
配
ら
れ
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
マ
グ
ロ
の
解
体

シ
ョ
ー
や
セ
リ
販
売
、草
花
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、琉
球
ポ
ッ
プ
ス
や
ス
ト
リ
ー

ト
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、民
謡
、創
作
太

鼓
が
披
露
さ
れ
た
。マ
グ
ロ
の
解

体
シ
ョ
ー
で
は
水
揚
げ
さ
れ
た
ば

か
り
の
マ
グ
ロ
が
ま
た
た
く
間
に

解
体
さ
れ
、ブ
ロ
ッ
ク
状
に
切
り

お
ろ
さ
れ
た
マ
グ
ロ
が
セ
リ
に
か

け
ら
れ
た
。セ
リ
で
は
格
安
で
新

鮮
な
マ
グ
ロ
が
購
入
で
き
る
と

人
気
バ
ン
ド
、復
活
バ
ン
ド
出
演

沖
縄
音
楽
市
２
０
１
５
　―  

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｎ ― 

泡
瀬
漁
港
の
パ
ヤ
オ
ま
つ
り
大
盛
況

　「
音
楽
の
ま
ち
沖
縄
市
」が

送
る
１
日
１
音
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト『
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
サ
ー
キ
ッ

ト
』（
沖
縄
市
主
催
、一
般
社
団

法
人 

コ
ザ
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
連

絡
協
議
会
運
営
）が
５
月
10

日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
サ
ー
キ
ッ

ト
は
日
曜
日
か
ら
木
曜
日
ま

で
の
夜
に
、市
中
心
市
街
地

エ
リ
ア
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
が

リ
レ
ー
形
式
で
無
料
ラ
イ
ブ

を
行
う
も
の
で
、来
年
の
３

月
ま
で
、ロ
ッ
ク
や
民
謡
な

ど
、様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽

を
幅
広
く
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
。ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
サ
ー

キ
ッ
ト
初
日
は
、Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ 

＆ 

Ｂ
Ａ
Ｒ 

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｅ

で
開
催
さ
れ
、専
属
バ
ン
ド
の

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｅ
と
ゲ
ス
ト

の
Ａ
ｃ
ｏ
ｕ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ 

Ｍ
が

出
演
し
、オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ

音
楽
中
心
の
ラ
イ
ブ
で
盛
り

上
が
っ
た
。

問
合
せ
：コ
ザ
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス

連
絡
協
議
会
事
務
局

電
話
：
０
７
０‐

５
４
１
８‐

６
８
１
９

詳
細
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
か
ら

も
ご
確
認
で
き
ま
す
。

URL://w
w
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姉
妹
都
市 
山
形
県
米
沢
市
の

春
の
風
物
詩「
米
沢
上
杉
ま
つ
り
」

が
４
月
29
日
か
ら
５
月
３
日
の
日

程
で
開
催
さ
れ
た
。

　
初
日
は
、上
杉
謙
信
が
祀
ら
れ

て
い
る
上
杉
神
社
の
例
大
祭
が
行

わ
れ
、色
と
り
ど
り
の
衣
装
を
身

に
纏
っ
た
市
民
ら
が
様
々
な
踊
り

を
奉
納
し
た
。２
日
目
は
、上
杉
神

社
の
摂
社
で
上
杉
家
に
縁
の
あ
る

方
々
が
祀
ら
れ
て
い
る
松
岬
神
社

の
例
大
祭
が
行
わ
れ
た
。

　
５
月
２
日
と
３
日
は
、戦
国
時

代
に
上
杉
謙
信
と
武
田
信
玄
が
対

峙
し
た
川
中
島
の
合
戦
が
再
現
さ

れ
た
。２
日
は
、上
杉
謙
信
が
合
戦

前
に
戦
勝
祈
願
と
し
て
行
っ
た
武

禘
式
が
再
現
さ
れ
た
。最
終
日
の

３
日
は
、甲
冑
姿
の
武
将
が
市
内

を
練
り
歩
く
上
杉
軍
団
行
列
に
続

き
、河
川
敷
で
は
川
中
島
合
戦
が

再
現
さ
れ
た
。多
く
の
観
客
が
訪

れ
た
米
沢
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

は
、大
盛
況
の
内
に
幕
を
閉
じ
た
。

上
杉
の
城
下
町

　
米
沢
市
は
、山
形
県
の
最
南
端

に
位
置
し
、上
杉
謙
信
を
家
祖
と

す
る
米
沢
上
杉
家
２
代
目
の
景
勝

が
越
後
か
ら
会
津
を
経
て
米
沢
に

入
封
し
て
以
来
、上
杉
の
城
下
町

と
し
て
発
展
し
て
き
た
都
市
で
す
。

神
社
の
例
大
祭
や
龍
虎
が
相
ま
み
え
た
川
中
島
の
合
戦
を
再
現

米
沢
上
杉
ま
つ
り

▲こども達も上杉軍団行列に参加 ▲合戦後は、みんなで記念撮影 ▲目抜き通りを練り歩く上杉軍団行列

姉
妹
都
市

　山
形
県 

米
沢
市
紹
介

ま
つ

ま
と

せ
っ
し
ゃ

ぶ

て
い
し
き

に
ゅ
う
ほ
う

た
。メ
イ
ン
会
場
の
音
市
場
で
は

ス
カ
イ
メ
イ
ツ
、地
獄
車
、Ｈ
ｅ
ａ

ｖ
ｅ
ｎ
’ｓ 

ｈ
ｅ
ｍ
ｐ
、Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ 

Ｃ

Ａ
Ｍ
Ｐ
、耳
切
坊
主
、Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｂ

ｌ
ｕ
ｅ 

Ｓ
ｋ
ｙ 

ｋ
ｉ
ｃ
ｋ
’ｓ
、

す
じ
☆
ひ
っ
か
け
、Ｐ
ｕ
ｍ
ｐ
ｋ

ｉ
ｎ 

Ｈ
ｅ
ａ
ｄ
、Ｓ
．Ｓ
．Ｄ
が
登

場
し
熱
い
ス
テ
ー
ジ
を
繰
り
広

げ
、会
場
は
大
き
な
盛
り
上
が
り

を
み
せ
た
。ま
た
、１
階
の
音
楽
広

場
で
は「
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ 

Ｓ
ｔ
ａ
ｇ

ｅ
」と
銘
打
ち
、若
手
バ
ン
ド
や
軽

音
楽
部
の
高
校
生
が
出
演
し
た
。
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▼

オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ
音
楽
で
観
客
を
楽
し
ま
せ
る

　
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｅ

▼
ス
テ
ー
ジ
を
駆
け
回
る

　
Ｈ
ｅ
ａ
ｖ
ｅ
ｎ‚
ｓ 

ｈ
ｅ
ｍ
ｐ
の
ス
テ
ー
ジ

▲▼新鮮なマグロを解体しセリで格安販売 ▼パヤオ特製のカレーを味わう親子

▲上杉謙信と武田信玄の一騎打ち「三太刀七太刀」の名場面

▲武禘式で先手の大将に刀八毘沙門天の旗が渡された

▲甲冑姿で挨拶する安倍米沢市長 ▲砲術隊が出陣の号令で発砲（武禘式）

中心市街地で無料ライブ
ライブハウスサーキット始まる

　
コ
ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン

で
５
月
５
日
に「
第
15
回 

沖
縄
音

楽
市
２
０
１
５‐

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｎ‐

」

（
沖
縄
市
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン

音
市
場
主
催
）が
開
催
さ
れ
た
。

　
音
楽
市
は
、イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
バ

ン
ド
の
登
竜
門
的
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
開
催
さ
れ
て
お
り
、今
回
は
15

回
目
の
開
催
を
記
念
し
て
Ａ
Ｇ
Ａ

Ｉ
Ｎ（
再
び
）を
テ
ー
マ
に
、イ
ベ

ン
ト
の
開
催
当
初
か
ら
出
演
し
て

い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
、こ
の
日

限
り
の
復
活
バ
ン
ド
が
出
演
し

あ
っ
て
、会
場
に
は
あ
ふ
れ
ん
ば

か
り
の
購
入
希
望
者
が
集
ま
っ

た
。ま
た
、通
常
の
半
額
以
下
で
園

芸
植
物
が
購
入
で
き
る
草
花
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
も
人
気

だ
っ
た
。そ
の
ほ
か
に
も
、エ
イ
坊

＆
サ
ー
ち
ゃ
ん
撮
影
会
や
消
防
車

両
、レ
ス
キ
ュ
ー
ボ
ー
ト
、パ
ト

カ
ー
、白
バ
イ
な
ど
の
展
示
も
行

わ
れ
、来
場
者
は
写
真
撮
影
も
楽

し
ん
だ
。

　
泡
瀬
漁
港
で
４
月
29
日
に
パ
ヤ

オ
ま
つ
り（
市
漁
業
協
同
組
合
パ

ヤ
オ
研
究
会
主
催
）が
開
催
さ
れ

た
。

　
会
場
で
は
社
団
法
人
琉
球
水
難

救
済
県
会
を
は
じ
め
県
内
外
の

様
々
な
団
体
へ
の
募
金
が
呼
び
か

け
ら
れ
、先
着
５
０
０
０
人
の
募

金
者
に
は
カ
レ
ー
が
配
ら
れ
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
マ
グ
ロ
の
解
体

シ
ョ
ー
や
セ
リ
販
売
、草
花
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、琉
球
ポ
ッ
プ
ス
や
ス
ト
リ
ー

ト
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、民
謡
、創
作
太

鼓
が
披
露
さ
れ
た
。マ
グ
ロ
の
解

体
シ
ョ
ー
で
は
水
揚
げ
さ
れ
た
ば

か
り
の
マ
グ
ロ
が
ま
た
た
く
間
に

解
体
さ
れ
、ブ
ロ
ッ
ク
状
に
切
り

お
ろ
さ
れ
た
マ
グ
ロ
が
セ
リ
に
か

け
ら
れ
た
。セ
リ
で
は
格
安
で
新

鮮
な
マ
グ
ロ
が
購
入
で
き
る
と

人
気
バ
ン
ド
、復
活
バ
ン
ド
出
演

沖
縄
音
楽
市
２
０
１
５
　―  

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｎ ― 

泡
瀬
漁
港
の
パ
ヤ
オ
ま
つ
り
大
盛
況

　「
音
楽
の
ま
ち
沖
縄
市
」が

送
る
１
日
１
音
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト『
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
サ
ー
キ
ッ

ト
』（
沖
縄
市
主
催
、一
般
社
団

法
人 
コ
ザ
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
連

絡
協
議
会
運
営
）が
５
月
10

日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
サ
ー
キ
ッ

ト
は
日
曜
日
か
ら
木
曜
日
ま

で
の
夜
に
、市
中
心
市
街
地

エ
リ
ア
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
が

リ
レ
ー
形
式
で
無
料
ラ
イ
ブ

を
行
う
も
の
で
、来
年
の
３

月
ま
で
、ロ
ッ
ク
や
民
謡
な

ど
、様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽

を
幅
広
く
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
。ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
サ
ー

キ
ッ
ト
初
日
は
、Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ 

＆ 

Ｂ
Ａ
Ｒ 

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｅ

で
開
催
さ
れ
、専
属
バ
ン
ド
の

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｅ
と
ゲ
ス
ト

の
Ａ
ｃ
ｏ
ｕ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ 

Ｍ
が

出
演
し
、オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ

音
楽
中
心
の
ラ
イ
ブ
で
盛
り

上
が
っ
た
。

問
合
せ
：コ
ザ
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス

連
絡
協
議
会
事
務
局

電
話
：
０
７
０‐

５
４
１
８‐

６
８
１
９

詳
細
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
か
ら

も
ご
確
認
で
き
ま
す
。

URL://w
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/

　
姉
妹
都
市 

山
形
県
米
沢
市
の

春
の
風
物
詩「
米
沢
上
杉
ま
つ
り
」

が
４
月
29
日
か
ら
５
月
３
日
の
日

程
で
開
催
さ
れ
た
。

　
初
日
は
、上
杉
謙
信
が
祀
ら
れ

て
い
る
上
杉
神
社
の
例
大
祭
が
行

わ
れ
、色
と
り
ど
り
の
衣
装
を
身

に
纏
っ
た
市
民
ら
が
様
々
な
踊
り

を
奉
納
し
た
。２
日
目
は
、上
杉
神

社
の
摂
社
で
上
杉
家
に
縁
の
あ
る

方
々
が
祀
ら
れ
て
い
る
松
岬
神
社

の
例
大
祭
が
行
わ
れ
た
。

　
５
月
２
日
と
３
日
は
、戦
国
時

代
に
上
杉
謙
信
と
武
田
信
玄
が
対

峙
し
た
川
中
島
の
合
戦
が
再
現
さ

れ
た
。２
日
は
、上
杉
謙
信
が
合
戦

前
に
戦
勝
祈
願
と
し
て
行
っ
た
武

禘
式
が
再
現
さ
れ
た
。最
終
日
の

３
日
は
、甲
冑
姿
の
武
将
が
市
内

を
練
り
歩
く
上
杉
軍
団
行
列
に
続

き
、河
川
敷
で
は
川
中
島
合
戦
が

再
現
さ
れ
た
。多
く
の
観
客
が
訪

れ
た
米
沢
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

は
、大
盛
況
の
内
に
幕
を
閉
じ
た
。

上
杉
の
城
下
町

　
米
沢
市
は
、山
形
県
の
最
南
端

に
位
置
し
、上
杉
謙
信
を
家
祖
と

す
る
米
沢
上
杉
家
２
代
目
の
景
勝

が
越
後
か
ら
会
津
を
経
て
米
沢
に

入
封
し
て
以
来
、上
杉
の
城
下
町

と
し
て
発
展
し
て
き
た
都
市
で
す
。

神
社
の
例
大
祭
や
龍
虎
が
相
ま
み
え
た
川
中
島
の
合
戦
を
再
現

米
沢
上
杉
ま
つ
り

▲こども達も上杉軍団行列に参加 ▲合戦後は、みんなで記念撮影 ▲目抜き通りを練り歩く上杉軍団行列

姉
妹
都
市

　山
形
県 

米
沢
市
紹
介

ま
つ

ま
と

せ
っ
し
ゃ

ぶ

て
い
し
き

に
ゅ
う
ほ
う

た
。メ
イ
ン
会
場
の
音
市
場
で
は

ス
カ
イ
メ
イ
ツ
、地
獄
車
、Ｈ
ｅ
ａ

ｖ
ｅ
ｎ
’ｓ 
ｈ
ｅ
ｍ
ｐ
、Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ 

Ｃ

Ａ
Ｍ
Ｐ
、耳
切
坊
主
、Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｂ

ｌ
ｕ
ｅ 

Ｓ
ｋ
ｙ 
ｋ
ｉ
ｃ
ｋ
’ｓ
、

す
じ
☆
ひ
っ
か
け
、Ｐ
ｕ
ｍ
ｐ
ｋ

ｉ
ｎ 

Ｈ
ｅ
ａ
ｄ
、Ｓ
．Ｓ
．Ｄ
が
登

場
し
熱
い
ス
テ
ー
ジ
を
繰
り
広

げ
、会
場
は
大
き
な
盛
り
上
が
り

を
み
せ
た
。ま
た
、１
階
の
音
楽
広

場
で
は「
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ 

Ｓ
ｔ
ａ
ｇ

ｅ
」と
銘
打
ち
、若
手
バ
ン
ド
や
軽

音
楽
部
の
高
校
生
が
出
演
し
た
。
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▲プラザハウスショッピングセンターに設置された
　LED サイネージ

▲一番街商店街にオープンした FIRST CAFE

▲平和を伝える担い手として認定された沖縄市平和大使

①６月上旬

プラザハウスショッピングセンター、FIRST CAFE

と
オ
ー
プ
ン
し
た
食
品
加
工
の
工

場
を
併
設
し
た
カ
フ
ェ
。年
中
無

休
で
早
朝
６
時
か
ら
午
後
10
時
ま

で
営
業
す
る
。

　
プ
ラ
ザ
ハ
ウ
ス
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
入
り
口
に
設
置
さ
れ
た

Ｌ
Ｅ
Ｄ
サ
イ
ネ
ー
ジ
は
、２
６
１

イ
ン
チ
の
大
型
電
子
看
板
で
、広

告
で
使
用
す
る
ほ
か
、公
共
機
関

の
情
報
発
信
も
行
う
。ラ
イ
カ
ム

ア
ン
ソ
ロ
ポ
ロ
ジ
ー
は
１
９
５
０

年
代
の
琉
米
文
化
を
テ
ー
マ
に
し

た
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
、当
時
の
写

真
や
書
籍
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
お

り
、無
料
で
入
場
で
き
る
。

　
地
域
商
業
自
立
促
進
事
業
は
、

商
店
街
な
ど
に
お
け
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
と
活
性
化
を

図
る
取
り
組
み
で
、魅
力
創
造
の

向
上
を
支
援
し
て
い
る
。

　
国
の
平
成
26
年
度  

地
域

商
業
自
立
促
進
事
業
の
補

助
金
を
活
用
し
、４
月
22
日
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
初
穂
が
胡
屋

バ
ス
停
近
く
に
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ 

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
を
オ
ー
プ
ン
し

た
。ま
た
、24
日
に
は
プ
ラ
ザ

ハ
ウ
ス
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
が
同
補
助
金
を
活
用

し
、屋
外
大
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
サ
イ

ネ
ー
ジ（
電
子
看
板
）や
館
内

デ
ジ
タ
ル
モ
ニ
タ
ー
の
設

置
、ラ
イ
カ
ム
ア
ン
ソ
ロ
ポ

ロ
ジ
ー
の
開
設
を
行
っ
た
。

　
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ 

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ

は
、障
が
い
者
の
自
立
支
援

な
ど
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
初
穂
が
、市
一
番
街
商
店

街
振
興
組
合
と
共
同
で
商

店
街
の
活
性
化
を
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ろ
う

平
和
を
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す
る
担
い
手
と
し
て

平
成
27
年
度 

沖
縄
市
平
和
大
使
認
定
式

　
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊

さ
、命
の
大
切
さ
を
学
び
、学
校

や
地
域
に
平
和
を
伝
え
る
人
材

の
育
成
を
目
的
と
し
た
、沖
縄
市

平
和
大
使
の
認
定
式
が
、５
月
15

日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
、中
学
生

平
和
大
使
に
16
人
、社
会
人
平
和

大
使
に
１
人
が
認
定
さ
れ
た
。

　
今
後
、平
和
大
使
は
、新
た
な

平
和
を
創
造
す
る
担
い
手
と
し

て
、沖
縄
戦
に
関
す
る
研
修
や
長

崎
原
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牲
者
慰
霊
平
和
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念

式
典
へ
の
参
加
な
ど
、様
々
な
平

和
学
習
や
平
和
交
流
を
行
う
。
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縄
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縄
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】松
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聖
・
砂

川
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、【
宮
里
中
】普
天
間
紫

音
・
玉
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依
、【
安
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中
】下
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柚
輝
・
久
場
琳
花
、【
山
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中
】

レ
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＝
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・
與
儀
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莉
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】金
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・
喜
友
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、

【
コ
ザ
中
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侑
生
・
玉
城
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音
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中
】東
恩
納
悠
人
・
仲

宗
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あ
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り
、【
社
会
人
大
使
】国
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■支給対象者・・・ 平成27年６月分の児童手当を受給される方が対象です。 

■対象児童・・・・・ 支給対象者の平成27年６月分の児童手当の対象となる児童

■支給額・・・・・・・ 対象児童１人につき　3,000円

■申請手続 ～給付金受給までの簡単な流れ～

平成26年４月１日より消費税率が５％から８％へ引き上げられましたが、子育て世帯への影響などを踏
まえ、子育て世帯に対して臨時特例的な給付措置として、平成27年度も子育て世帯臨時特例給付金の給
付金を支給します。

平成27年６月１日現在、沖縄市で児童手当を受給している方は、児童の養育状況などの届出（現況届）が
必要です。現況届の提出がない場合、児童手当の支払い（平成27年10月期以降）が差し止めになりますの
でご注意下さい。
＊現況届用紙は６月中旬頃までに郵送します。
＊混雑が予想されるため、指定日を設けております。指定日に来庁できない場合でも、期間内であれば受付可能です。
＊提出は本人および配偶者、同居の親族に限ります。

■期間　６月11日（木）～６月30日（火） （土・日及び23日（慰霊の日）はお休みです。）
■時間　午前８時30分～午後５時15分 （期間中は昼12時から午後１時も受付いたします。）
■場所　沖縄市役所 ２階 こども家庭課
■持参する物

（１）受給者宛てに送付された現況届用紙
（２）提出者（窓口に来る方）の認印
（３）受給者（振込口座名義人）及び対象児童全員の医療保険証のコピー（国民健康保険加入の方は提出の必要はあり

　　ません）
（４）平成27年度 所得課税証明書（平成27年１月２日以降沖縄市に転入した方のみ）
（５）児童の住民票謄本（別居監護している市外在住の18歳未満の児童がいる場合に提出）

※ただし、特例給付（児童手当の所得制限額以上の方に、児童１人当たり月額5,000円を支給しているもの）を受給される方は、
対象となりません。

※児童手当の認定請求を失念する等の理由により、平成27年６月分の児童手当の対象となる児童分の支給が受けられない方に
ついても、支給対象になり得るので、平成27年５月31日時点で住民票のある市区町村の窓口にご相談ください。

※１　５月に沖縄市に転入された方で、児童手当現況届の提出が必要ない方は７月頃に別途申請書をお送り致します。
※２　公務員の方は職場から配布される申請書を給付金窓口にご提出ください。
※１と※２に該当する方は、申請受付期間の平成27年６月11日（木）から12月11日（金）に申請をお願いいたします。

「児童手当現況届  兼  子育て世帯臨時特例
給付金申請書」が沖縄市から届きます。

児童手当現況届提出の際に同時
に申請していただきます。

支給審査の結果、給付金が口座に
振り込まれます。

子育て世帯臨時特例給付金 支給要件

②６月11日～６月30日 ③10月中旬から

給付金に関するお問合せ
沖縄市役所

「臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金」窓口（本庁地下２階）
直通番号：098－894－6122
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０
０
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ｌ
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で
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べ
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も
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な
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。
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で
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め
な
の
が
、手
作

り
の
お
弁
当
で
す
が
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面
な
ど
気
を
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こ
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が
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間
で
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と
い
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な
い
な
ど
多
く
の
制
約

が
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り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、下
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が
前
日
で
済
ま

せ
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れ
、お
弁
当
の
お
か
ず
に
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し

た
簡
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を
ご
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介
し
ま
す
。
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２
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塩
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小
さ
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「
作
り
方
」

① 

鶏
胸
肉
は
皮
と
脂
肪
の
部
分
を

取
り
除
い
て
ひ
と
口
大
に
切

る
。

② 

①
と
調
味
料
を
一
緒
に
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
て
よ
く
も
み
、冷

蔵
庫
で
30
分
以
上
漬
け
る
。

③ 

熱
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
し

き
、汁
気
を
軽
く
切
っ
た
②
の

鶏
肉
を
中
火
で
焼
く
。焼
き
色

が
つ
い
た
ら
裏
返
し
、ふ
た
を
し

て
弱
火
で
３
〜
５
分
蒸
し
焼
き

に
す
る
。（
１
人
分…

１
２
５
ｋ

ｃ
ａ
ｌ
）

問
合
せ
／
市
民
健
康
課

健
康
推
進
係

　
　 （
内
線
２
２
４
１
）

問合せ　こども家庭課　児童手当担当　内線（3194・3192）

泡
瀬
第
一
自
治
会
（
４
月
14
日
）  ※

敬
称
略

東
日
本
大
震
災
に
係
る
義
援
金
寄
付
者
及
び
団
体
等

被
災
地
へ
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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▲プラザハウスショッピングセンターに設置された
　LED サイネージ

▲一番街商店街にオープンした FIRST CAFE

▲平和を伝える担い手として認定された沖縄市平和大使

①６月上旬

プラザハウスショッピングセンター、FIRST CAFE

と
オ
ー
プ
ン
し
た
食
品
加
工
の
工

場
を
併
設
し
た
カ
フ
ェ
。年
中
無

休
で
早
朝
６
時
か
ら
午
後
10
時
ま

で
営
業
す
る
。

　
プ
ラ
ザ
ハ
ウ
ス
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
入
り
口
に
設
置
さ
れ
た

Ｌ
Ｅ
Ｄ
サ
イ
ネ
ー
ジ
は
、２
６
１

イ
ン
チ
の
大
型
電
子
看
板
で
、広

告
で
使
用
す
る
ほ
か
、公
共
機
関

の
情
報
発
信
も
行
う
。ラ
イ
カ
ム

ア
ン
ソ
ロ
ポ
ロ
ジ
ー
は
１
９
５
０

年
代
の
琉
米
文
化
を
テ
ー
マ
に
し

た
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
、当
時
の
写

真
や
書
籍
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
お

り
、無
料
で
入
場
で
き
る
。

　
地
域
商
業
自
立
促
進
事
業
は
、

商
店
街
な
ど
に
お
け
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
と
活
性
化
を

図
る
取
り
組
み
で
、魅
力
創
造
の

向
上
を
支
援
し
て
い
る
。

　
国
の
平
成
26
年
度  

地
域

商
業
自
立
促
進
事
業
の
補

助
金
を
活
用
し
、４
月
22
日
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
初
穂
が
胡
屋

バ
ス
停
近
く
に
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ 

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
を
オ
ー
プ
ン
し

た
。ま
た
、24
日
に
は
プ
ラ
ザ

ハ
ウ
ス
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
が
同
補
助
金
を
活
用

し
、屋
外
大
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
サ
イ

ネ
ー
ジ（
電
子
看
板
）や
館
内

デ
ジ
タ
ル
モ
ニ
タ
ー
の
設

置
、ラ
イ
カ
ム
ア
ン
ソ
ロ
ポ

ロ
ジ
ー
の
開
設
を
行
っ
た
。

　
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ 

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ

は
、障
が
い
者
の
自
立
支
援

な
ど
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
初
穂
が
、市
一
番
街
商
店

街
振
興
組
合
と
共
同
で
商

店
街
の
活
性
化
を
図
ろ
う

平
和
を
創
造
す
る
担
い
手
と
し
て

平
成
27
年
度 

沖
縄
市
平
和
大
使
認
定
式

　
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊

さ
、命
の
大
切
さ
を
学
び
、学
校

や
地
域
に
平
和
を
伝
え
る
人
材

の
育
成
を
目
的
と
し
た
、沖
縄
市

平
和
大
使
の
認
定
式
が
、５
月
15

日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
、中
学
生

平
和
大
使
に
16
人
、社
会
人
平
和

大
使
に
１
人
が
認
定
さ
れ
た
。

　
今
後
、平
和
大
使
は
、新
た
な

平
和
を
創
造
す
る
担
い
手
と
し

て
、沖
縄
戦
に
関
す
る
研
修
や
長

崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念

式
典
へ
の
参
加
な
ど
、様
々
な
平

和
学
習
や
平
和
交
流
を
行
う
。

　
平
成
27
年
度 

沖
縄
市
平
和
大

使
は
次
の
と
お
り
。　（
敬
称
略
）

【
沖
縄
東
中
】屋
嘉
比
輝
星
・
島
袋

加
鈴
、【
美
里
中
】松
本
琉
聖
・
砂

川
桜
渚
、【
宮
里
中
】普
天
間
紫

音
・
玉
城
芽
依
、【
安
慶
田
中
】下

地
柚
輝
・
久
場
琳
花
、【
山
内
中
】

レ
セ
ロ
サ
カ
ー
リ
＝
ウ
ェ
イ
ン

ト
ー
レ
ス
・
與
儀
璃
莉
花
、【
越
来

中
】金
城
主
樹
・
喜
友
名
寧
々
、
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悠
人
・
仲

宗
根
あ
い
り
、【
社
会
人
大
使
】国

仲
瞬

■支給対象者・・・ 平成27年６月分の児童手当を受給される方が対象です。 

■対象児童・・・・・ 支給対象者の平成27年６月分の児童手当の対象となる児童

■支給額・・・・・・・ 対象児童１人につき　3,000円

■申請手続 ～給付金受給までの簡単な流れ～

平成26年４月１日より消費税率が５％から８％へ引き上げられましたが、子育て世帯への影響などを踏
まえ、子育て世帯に対して臨時特例的な給付措置として、平成27年度も子育て世帯臨時特例給付金の給
付金を支給します。

平成27年６月１日現在、沖縄市で児童手当を受給している方は、児童の養育状況などの届出（現況届）が
必要です。現況届の提出がない場合、児童手当の支払い（平成27年10月期以降）が差し止めになりますの
でご注意下さい。
＊現況届用紙は６月中旬頃までに郵送します。
＊混雑が予想されるため、指定日を設けております。指定日に来庁できない場合でも、期間内であれば受付可能です。
＊提出は本人および配偶者、同居の親族に限ります。

■期間　６月11日（木）～６月30日（火） （土・日及び23日（慰霊の日）はお休みです。）
■時間　午前８時30分～午後５時15分 （期間中は昼12時から午後１時も受付いたします。）
■場所　沖縄市役所 ２階 こども家庭課
■持参する物

（１）受給者宛てに送付された現況届用紙
（２）提出者（窓口に来る方）の認印
（３）受給者（振込口座名義人）及び対象児童全員の医療保険証のコピー（国民健康保険加入の方は提出の必要はあり

　　ません）
（４）平成27年度 所得課税証明書（平成27年１月２日以降沖縄市に転入した方のみ）
（５）児童の住民票謄本（別居監護している市外在住の18歳未満の児童がいる場合に提出）

※ただし、特例給付（児童手当の所得制限額以上の方に、児童１人当たり月額5,000円を支給しているもの）を受給される方は、
対象となりません。

※児童手当の認定請求を失念する等の理由により、平成27年６月分の児童手当の対象となる児童分の支給が受けられない方に
ついても、支給対象になり得るので、平成27年５月31日時点で住民票のある市区町村の窓口にご相談ください。

※１　５月に沖縄市に転入された方で、児童手当現況届の提出が必要ない方は７月頃に別途申請書をお送り致します。
※２　公務員の方は職場から配布される申請書を給付金窓口にご提出ください。
※１と※２に該当する方は、申請受付期間の平成27年６月11日（木）から12月11日（金）に申請をお願いいたします。

「児童手当現況届  兼  子育て世帯臨時特例
給付金申請書」が沖縄市から届きます。

児童手当現況届提出の際に同時
に申請していただきます。

支給審査の結果、給付金が口座に
振り込まれます。

子育て世帯臨時特例給付金 支給要件

②６月11日～６月30日 ③10月中旬から

給付金に関するお問合せ
沖縄市役所

「臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金」窓口（本庁地下２階）
直通番号：098－894－6122
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部
分
を

取
り
除
い
て
ひ
と
口
大
に
切

る
。

② 

①
と
調
味
料
を
一
緒
に
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
て
よ
く
も
み
、冷

蔵
庫
で
30
分
以
上
漬
け
る
。

③ 

熱
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
し

き
、汁
気
を
軽
く
切
っ
た
②
の

鶏
肉
を
中
火
で
焼
く
。焼
き
色

が
つ
い
た
ら
裏
返
し
、ふ
た
を
し

て
弱
火
で
３
〜
５
分
蒸
し
焼
き

に
す
る
。（
１
人
分…

１
２
５
ｋ

ｃ
ａ
ｌ
）

問
合
せ
／
市
民
健
康
課

健
康
推
進
係

　
　 （
内
線
２
２
４
１
）

問合せ　こども家庭課　児童手当担当　内線（3194・3192）

泡
瀬
第
一
自
治
会
（
４
月
14
日
）  ※

敬
称
略

東
日
本
大
震
災
に
係
る
義
援
金
寄
付
者
及
び
団
体
等

被
災
地
へ
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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お
知
ら
せ

平成27年 比謝川清掃
～比謝川は、私達市民の大切な水資源です～

沖縄市民憲章
推進協議会より
協力願い

問合せ／沖縄市民憲章推進協議会事務局 内線（2052）

日 　 時 ／ 
作 業 内 容 ／
持 参 用 具 ／
清 掃 区 間 ／
集 合 場 所 ／

6月28日 （日）　午前9時～11時（天候不良の場合7月5日に延期） 
川のごみ・空き缶の除去、草刈作業
草刈機・カマ・スコップ・ほうき・脚立など。各自長靴・手袋など着用する。
こどもの国東側ウルマシ橋～知花橋 間
①ウルマシ橋（日の出橋下含む）　②安慶田バイパスボックス
③安慶田橋（安慶田小裏門）　④ハンザー橋（水辺公園含む）
⑤せいしじゃ橋　⑥かやまばし（旧 昭和橋）　⑦消防署（裏）　⑧水道局（裏）
⑨松本橋  ⑩知花橋   ⑪カフンジャー橋   ⑫松本緑地公園河川沿い   ⑬泉作橋

川の清掃を通してごみのポイ捨てや合成洗剤の垂れ流しを防止し、川に対する市民の認識
を高めるとともに、住みよいきれいな街づくりを目指して、比謝川上流の清掃を実施します。

知花十字路

（○で囲んでいる番号が上記集合場所）

コザ十字路

国道330号線

国道329号線

松本緑地公園

美里小ペアーレ

カフンジャー橋

①②③④⑤⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑫

⑪

⑬

至こどもの国水道局裏

消防署裏

知
花
橋

比
謝
川

松
本
橋

泉
作
橋

せ
い
し
じ
ゃ
橋

山
崎
橋 橋

口
橋

安
慶
田
橋

安
照
橋

安
慶
田
バ
イ
パ
ス

（
日
の
出
橋
下
含
む
）

ウ
ル
マ
シ
橋

（
水
辺
公
園
含
む
）

ハ
ン
ザ
ー
橋

か
や
ま
ば
し

（
旧 

昭
和
橋
）

６月２３日（火）慰霊の日は、
沖縄市役所は閉庁となります

問合せ／総務課 内線（2348）

外国人登録証明書から特別永住者証明書へ、
お早めの切替えをお願いします。

問合せ／市民課 内線（3116）

外国人登録証明書を
お持ちの

特別永住者の方へ

詳細は入国管理局ホームページでもご確認いただけます。 
http://www.immi-moj.go.jp/keiziban/pdf/kirikaenoosirase.pdf

○平成24年7月9日に外国人登録制度が廃止され、特別永住者の方が所持している「外国人
登録証明書」は、一定の期間、新しくできた特別永住者証明書とみなされますが、この特別永
住者証明書とみなされる期間が満了する日（※）までに、「外国人登録証明書」を「特別永住
者証明書」に切り替える必要があります。 

※ 外国人登録証明書が特別永住者証明書とみなされる期間（有効期間）は次のとおりです。 

（１） 平成24年7月９日の時点で16歳以上であった方 
　①「外国人登録証明書」の次回確認（切替え）申請期間の初日が
　　平成27年7月8日までに到来する方 （有効期間：平成27年７月８日まで） 

　②「外国人登録証明書」の次回確認（切替え）申請期間の初日が
　　平成27年7月9日以降に到来する方（有効期間：次回確認（切替え）の初日（誕生日）まで） 

（２） 平成24年7月9日の時点で16歳未満であった方（有効期間：16歳の誕生日まで） 

※申請の場所は、お住まいの市区町村の窓口です。直前の時期は窓口が大変込み合うことが予想されますの
で、お早目の切替をお勧めします。
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沖縄市公式フェイスブック  https://facebook.com/City.Okinawa

平
成
27
年
度
（
平
成
26
年
分
）

所
得
証
明
書
等
の
発
行
に
つ
い
て

人
間
ド
ッ
ク
及
び
脳
ド
ッ
ク

の
費
用
を
助
成
し
ま
す

お
た
ふ
く
か
ぜ 

公
費
予
防
接

種
の
お
知
ら
せ

死
亡
一
時
金
に
つ
い
て

（
国
民
年
金
）

第
５
次
沖
縄
市
高
齢
者
が
ん
じ
ゅ

う
計
画
の
住
民
説
明
会
に
つ
い
て

　

所
得
証
明
書
等
は
、６
月
１
日（
月
）

か
ら
発
行
開
始
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

対
象
／
平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
で

市
内
に
在
住
し
、期
限
内
に
申
告
し
て

い
る
方
、お
よ
び
扶
養
に
な
っ
て
い
る
方
。

請
求
者
の
範
囲
／
本
人
ま
た
は
同

一
世
帯
の
方

本
人
確
認
に
必
要
な
書
類
／
運
転

免
許
証
、健
康
保
険
証
、住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
身
分
証

※
代
理
の
方
が
請
求
す
る
場
合
は
、請

求
者
本
人
か
ら
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
／
資
産
税
課

内
線（
２
２
５
２
・
２
２
５
３
）

　

6
月
1
日
よ
り
、平
成
27
年
度
後

期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク・脳
ド
ッ

ク
助
成
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。助

成
を
希
望
す
る
方
は
、次
の
必
要
書

類
を
持
参
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①「
長
寿
健
康
診
査
受
診
券
」（
オ

レ
ン
ジ
色
の
封
筒
）※
市
よ
り
5

月
中
旬
に
発
送
し
て
い
ま
す
。

②
被
保
険
者
証

③
印
鑑（
認
印
可
、代
理
人
申
請
の
場
合

は
代
理
人
の
身
分
証
と
印
鑑
も
必
要
）

※
長
寿
健
康
診
査
受
診
券
と
引
き

換
え
に
承
認
書
を
発
行
し
ま
す
。

長
寿
健
康
診
査
受
診
券
の
持
参
が

な
い
場
合
は
、承
認
書
を
発
行
で

　

当
市
で
は
、行
政
措
置
予
防
接

種
と
し
て
、「
お
た
ふ
く
か
ぜ
」の
予

防
接
種
を
次
の
内
容
に
て
全
額
公

費（
無
料
）で
実
施
し
て
い
ま
す
。

実
施
期
間
／
平
成
27
年
4
月
1
日

（
水
）～
平
成
28
年
3
月
31
日（
木
）

対
象
／
当
市
に
住
民
登
録
が
あ
る

1
歳
児（
２
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
）

接
種
回
数
／
１
回

　

死
亡
一
時
金
は
、第
１
号
被
保
険
者

と
し
て
保
険
料
を
納
め
た
月
数
が
36

月
以
上
あ
る
方
が
老
齢
基
礎
年
金
ま

　

沖
縄
市
高
齢
者
が
ん
じ
ゅ
う
計

画
は
、「
市
民
全
体
で
支
え
・
育
む

福
祉
文
化
の
ま
ち
～
が
ん
じ
ゅ
う

お
じ
ぃ・
が
ん
じ
ゅ
う
お
ば
ぁ
が
生

き
生
き
暮
ら
す
明
る
い
ま
ち
～
」

を
目
標
に
、健
康
づ
く
り
、生
き

が
い
づ
く
り
、日
常
生
活
な
ど
を

支
援
し
、介
護
保
険
事
業
の
実
施

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
計
画
で

す
。お
隣
り
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の

上
、お
近
く
の
会
場
へ
、ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

説
明
会
の
日
時
及
び
場
所
／　
　

・
6
月
1
日（
月
）午
前
10
時
～
正
午

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
り
ゆ
し
園

・
6
月
3
日（
水
）午
後
2
時
～
4
時

　

中
央
公
民
館

・
6
月
4
日（
木
）午
前
10
時
～
正
午

　

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー

・
6
月
5
日（
金
）午
後
2
時
～
4
時

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
寿
楽
園

問
合
せ
／
高
齢
福
祉
課 

内
線 （
2
0
8
5
）

暮
ら
し

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
開
始
／
6
月
1
日（
月
）※
定

員
に
達
し
次
第
締
切

申
請
・
問
合
せ
／
国
民
健
康
保
険

課　

後
期
高
齢
医
療
係

内
線（
2
1
1
8
・
2
1
2
8
）

た
は
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と

な
く
亡
く
な
っ
た
時
、そ
の
方
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
た
遺
族（
※
）が
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
※
１
配
偶
者 

２
子 

３
父
母 

４
孫 

５
祖
父
母 

６
兄

弟
姉
妹
の
中
で
優
先
順
位
の
高
い
方
）

○
死
亡
一
時
金
額
は
、保
険
料
を

納
め
た
月
数
に
応
じ
て
決
ま
っ
て

い
ま
す
。

○
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
が

あ
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
寡
婦
年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合

は
、ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
し
ま
す
。

○
死
亡
一
時
金
受
給
権
利
の
時
効

は
、死
亡
日
の
翌
日
か
ら
2
年
で
す
。

○
失
踪
宣
告
を
受
け
た
方
の
死
亡

一
時
金
の
請
求
期
間
は
、失
踪
宣

告
の
審
判
確
定
日
の
翌
日
か
ら
2

年
で
す
。

　

請
求
に
必
要
な
書
類
な
ど
の
詳
細

は
担
当
課
、又
は
お
近
く
の
年
金
事

務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
市
民
課 

国
民
年
金
担

当 
内
線（
２
１
３
３
、２
１
３
４
）

コ
ザ
年
金
事
務
所 

☎
９
３
３
ー
３
４
３
７



沖縄全島エイサーまつり 60回記念フォトコンテスト 応募作品募集！！

第3回エイ坊・サーちゃん
そっくりさんコンテスト投票

エイサーナイト２０１５

問合せ／文化観光課 内線（3505）

問合せ／一般社団法人 沖縄市観光協会 ☎989-5566

●対象イベント／エイサーナイト（全１０回予定）、 沖縄全島エイサーまつり（３日間）
●公募期間／6月14日（日）～9月11日（金）　　●賞金／総額１０８万円
●応募方法／申込窓口へ郵送、または沖縄全島エイサーまつりオフィシャルサイト内応募専用フォームより応募
　申込窓口：〒904-0204　嘉手納町水釜412　嘉手納町マルチメディアセンター3F　有限会社サイト
　「沖縄全島エイサーまつり第６０回記念フォトコンテスト」申込み受付係
　募集要項や応募方法、賞金などの詳細は文化観光課窓口にて配布します。また、沖縄全島エイサーまつり実行
　委員会オフィシャルサイトでもご確認いただけます。http://www.zentoeisa.com/

エイ坊・サーちゃんそっくりさんコンテ
ストの投票を行います。入賞者は、6月
14日（日）にコザ・ミュージックタウン音
楽広場にて開催されるエイサーナイト
にて表彰式を行います。みなさまの投
票をお待ちしております！
投票場所・期間／
①市役所１階展示ホール
　6月2日（火）～4日（木）
　午前10時～午後5時
②エイサー家
　（コザ・ミュージックタウン１階）
　6月5日（金）～7日（日）
　午前10時～午後6時
表彰式／6月14日（日）
コザ・ミュージックタウン音楽広場

開催日 場　所

６月１４日（日）

６月２１日（日）
６月２７日（土）
７月４日（土）
７月５日（日）
７月１８日（土）
７月２５日（土）
８月１日（土）
８月１５日（土）
８月１６日（日）

沖縄市庁舎前線広場
沖縄市農民研修センター
ミュージックタウン音楽広場
泡瀬パヤオ交流広場　
ミュージックタウン音楽広場
沖縄市野外ステージ（闘牛場）
ミュージックタウン音楽広場
ミュージックタウン音楽広場
沖縄市庁舎前線広場

ミュージックタウン音楽広場

土曜：午後７時30分スタート／日曜：午後7時スタート

午後7時スタート

※エイ坊・サーちゃんそっくりさんコンテスト表彰式

市
で
は
、
ラ
ジ
オ
を
通
し
て
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。「
ハ
イ
サ
イ
沖
縄
シ
テ
ィ
」F
M
コ
ザ
（
７
６.
１
M
H
z
）毎
週
月
曜
〜
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
９
時
10
分　

放
送
中
！！

FC琉球 試合日程FC琉球 試合日程

S席
前売 当日

大人：　　   1,500円 大人：　　　  2,000円
中高・大学生：800円 中高・大学生：1,000円
小学生：　　  300円 小学生：　　　 300円

A席
前売 当日

大人：　　   1,000円 大人：　　　  1,500円
中高・大学生：300円 中高・大学生：   500円
小学生：　　　 無料 小学生：　　　　無料

FC琉球 vs Jリーグ・アンダー22選抜 日時／6月14日（日）　キックオフ／午後1時
会場／沖縄県総合運動公園陸上競技場

FC琉球 vs ガイナーレ鳥取

★沖縄市民無料デー　★FC琉球ホーム初ナイトゲーム

日時／6月28日（日）　キックオフ／午後6時
会場／沖縄県総合運動公園陸上競技場

FC琉球 vs 福島ユナイテッドFC 日時／7月5日（日）　キックオフ／午後6時
会場／沖縄県総合運動公園陸上競技場

問合せ／ FC琉球　☎ 923-0547

入場料

消防活動状況 平成27年4月末現在

問合せ／沖縄市消防本部 警防課 ☎929-0900
市民の皆さま、救急車の適正利用にご協力をお願いします

◇救急出場件数：530件 ◇救急搬送人員：496人
◇火災出場件数： 2件 ◇救助出場件数： 5件

広報 2015.6.115

沖縄市役所  ☎ 939-1212　防災行政無線が電話で確認できます 0120-0978-99（無料）

新
収
蔵
品
展 

出
張
相
談
会
in
コ
ー
プ
美
里

男
女
共
同
参
画
週
間
パ
ネ
ル
展

自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

～
自
治
会
加
入
促
進
月
間
～

外
国
人
雇
用
は
ル
ー
ル
を

守
っ
て
適
正
に

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
を
助
長
す

る
犯
罪
等
の
取
締
り
強
化
中
！

　

美
里
小
学
校
よ
り
寄
贈
さ
れ
た

民
具
類
や
自
然
調
査
の
成
果
物
な

ど
、約
2
0
0
点
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
／
5
月
29
日（
金
）～
6
月
28

日（
日
）　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
月
曜
、慰
霊
の
日
は
休
館
）　

場
所
／
沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館　

特
別
展
示
室

問
合
せ
／
沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

☎
9
3
2
ー

6
8
8
2

　

自
治
会
長
協
議
会
で
は
、多
く
の
方

に
自
治
会
の
意
義
や
活
動
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、6
月
を
自
治
会
加
入

促
進
月
間
と
し
て
、諸
運
動
を
展
開

し
ま
す
。自
治
会
へ
の
加
入
に
つ
い
て
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
6
月
1
日（
月
） 

～ 

5
日（
金
）

パ
ネ
ル
展（
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
）

②
6
月
８
日（
月
）午
前
9
時
～

加
入
促
進
月
間
出
発
式（
市
役
所

市
民
広
場
）

③
6
月
8
日（
月
）・
9
日（
火
）

広
報
パ
レ
ー
ド

問
合
せ
／
市
民
生
活
課

内
線（
2
2
1
4
）

１
．外
国
人
の
雇
用
状
況
を
適
切

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

２
．外
国
人
の
雇
用
管
理
を
適
切

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

雇
用
対
策
法
に
基
づ
き
、外
国
人

労
働
者
の
雇
用
な
ど
に
関
し
て
事

業
主
が
適
切
に
対
処
す
る
た
め
の

指
針
を
定
め
て
い
ま
す
。ご
不
明
な

点
な
ど
は
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
沖
縄

☎
9
3
9
ー

3
2
0
0（

31
＃
）

　

不
法
在
留
や
不
法
就
労
防
止
の

た
め
に
は
、皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
が
必
要
で
す
。情
報
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、沖
縄
警
察
署
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
／
沖
縄
警
察
署

☎
９
３
２
ー

０
１
１
０

催
し

お
ん
が
く
村
レ
コ
ー
ド
ト
ー
ク
V
o
l
.
1 

（
観
覧
無
料
）

『
レ
コ
ー
ド
で
聴
く
平
和
の
民

謡
（
う
た
）』

　

嘉
手
苅
林
昌
や
津
波
恒
徳
ら
数

多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ス
テ
ー
ジ
や

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
手
掛
け
た
小
浜
司

に
よ
る
ト
ー
ク
と
懐
か
し
い
音
源
で

民
謡
の
世
界
へ
と
引
き
込
み
ま
す
。

日
時
／
6
月
21
日（
日
）午
後
３
時
～
４
時

場
所
／
沖
縄
市
音
楽
資
料
館
お
ん
が

く
村（
一
番
街
内
コ
ザ
B
O
X
向
い
）

出
演
／
小
浜
司
氏（
島
唄
解
説
人
）

定
員
／
20
人（
予
約
可
）

問
合
せ
／
お
ん
が
く
村

☎
9
2
3
ー

3
2
2
4

　

毎
年
6
月
23
日
か
ら
29
日
は
、男
女
共

同
参
画
週
間
で
す
。家
庭
、職
場
、地
域
社

会
全
体
で
取
組
む
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
、こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
6
月
22
日（
月
）～
26
日（
金
）

午
前
9
時
～
午
後
4
時

場
所
／
・
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

・
沖
縄
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー 

3
階

・
沖
縄
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
病
院 

1
階
フ
ロ
ア
ー

・
コ
ザ
信
用
金
庫
本
店 

１
階

問
合
せ
／
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー　
　

  

☎
9
3
7
ー

0
1
7
0

平
和・男
女
共
同
課
内
線（
4
7
1
3
）

接
種
場
所
／
指
定
医
療
機
関（
要
予
約
）

接
種
費
用
／
無
料　

※
た
だ
し
、

実
施
期
間
内
に
指
定
医
療
機
関
に

て
接
種
を
受
け
た
場
合
に
限
る

【
注
意
】行
政
措
置
予
防
接
種
は
、

医
師
か
ら
十
分
に
説
明
を
聞
き
、

保
護
者
が
理
解
・
納
得
し
た
上
で

接
種
を
希
望
す
る
場
合
の
み
、受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
予
診
票
は
各
指
定
医
療
機
関
に

て
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
こ
ど
も
相
談・健
康
課 

予

防
係 

内
線（
2
2
3
2・2
2
3
3
）

　

相
談
員
に
よ
る
就
職
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
／
6
月
12
日（
金
）、6
月
26
日

（
金
）　

午
後
2
時
～
4
時
45
分

場
所
／
コ
ー
プ
美
里（
沖
縄
市
美

原
4
ー

29
ー

1
）

問
合
せ
／
沖
縄
市
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー　
　

  

☎
9
3
4
ー

3
8
3
7



こどもの文化活動を応援します！
平成27年度こどもの文化活動支援事業

申込・問合せ／こども企画課 内線（3403）

　沖縄市こどもの文化活動支援助成金は、こどもたちが文化活動に参加
する機会の確保を促進するため、音楽や舞踊、演劇などの「こどもの文化
活動」に取り組んでいる団体に対し、助成金を交付する事業です。 
１．主な助成対象団体の要件
　（１）沖縄市内に活動の本拠を有する団体であること
　（２）活動するこども（18歳未満）の登録人数が10人以上であること
２．主な助成対象事業
　音楽、演劇、舞踊、民俗芸能、美術、文学、生活文化などに関する活動
　（年間を通じて継続的に活動する事業であること）
３．助成の内容
 　 運営費などを予算の範囲内で助成
４．選考方法
　審査委員会による審査を経て助成する団体を決定

募集期間：６月１日(月)～６月26日（金）
受付時間：午前8時30分～午後5時15分※土日・慰霊の日を除く

詳しくは募集案内をご覧ください。
募集案内はこども企画課にて6月1日より配布いたします。

また、市ホームページにも掲載します。

平成２７年度 戦没者遺児による
慰霊友好親善事業の実施について

問合せ／健康福祉総務課 内線（3184）

　「戦没者遺児による慰霊友好親善事業」は、厚生労働省から補助を受け実施して
おり、先の大戦で父等を亡くした戦没者の遺児を対象として、父等の戦没した旧戦
域を訪れ、慰霊追悼を行なうとともに、同地域の住民と友好親善をはかることを目
的としています。
費用／10万円（参加費）
日程等問合せ／（一財）日本遺族会事務局　☎03－3261－5521
　お申込みは、お住まいの各都道府県遺族会へ。
※参加募集のご案内についての詳細は、市ホームページにも記載しております。

平成27年 国勢調査員募集

申込・問合せ／政策企画課 統計担当（地下1階） 内線（2326）

　平成27年10月1日を調査基準日として、全国一斉に国勢調査が実施されます。
　この調査は5年毎に実施される国の最も重要な調査で、日本国内に住む全て
の人を対象に、国内の人口・世帯の実態を調査し、福祉政策や生活環境整備、災
害対策などの生活向上に必要な施策に利用されます。
　市では、次のとおり調査員を募集します。
応募資格／20歳以上の方で、最後まで責任を持って調査していただける方
任用期間／8月下旬 ～10月下旬　
報　　酬／37,000円程度(概ね70世帯受持の場合）
申込締切／6月30日（火）  
※申込時は、印かん、写真(3cm×4cm)、ご本人名義の通帳を持参ください。
※定員に達した場合は、キャンセル待ちとなります。

広報 2015.6.1 16

沖縄市公式フェイスブック  https://facebook.com/City.Okinawa

健
康
応
援
標
語
（
階
段
利
用

促
進
標
語
）
大
募
集

親
子
で
『
お
野
菜
の
料
理
』
を

作
ろ
う

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
会

親
子
の
絆
づ
く
り
の
た
め
の

ベ
イ
ビ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

思
わ
ず
階
段
を
利
用
し
た
く
な

る
よ
う
な
楽
し
い
標
語
を
募
集
し

ま
す
。応
募
し
て
い
た
だ
い
た
作
品

は
本
庁
舎
内
な
ど
に
掲
示
し
、市

民
お
よ
び
職
員
の
階
段
利
用
の
促

　

親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
時
間

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
６
月
15
日（
月
）

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所
／
あ
げ
だ
児
童
館

対
象
／
市
内
在
住
の
親
子

子
の
月
齢
／
生
後
２
か
月
か
ら
12

か
月

定
員
／
親
子
５
組

受
講
料
／
無
料

申
込
・
問
合
せ
／
あ
げ
だ
児
童
館

☎
9
3
4
ー

4
6
4
3

　

参
加
し
た
お
母
さ
ん
同
士
が
話

し
合
い
、親
の
役
割
な
ど
を
一
緒
に

学
び
な
が
ら
育
児
の
知
識
を
深
め

て
い
き
ま
す
。

日
時
／【
全
4
回
】6
月
4
日
～
25
日

（
毎
週
木
曜
）午
前
10
時
～
12
時

場
所
／
沖
縄
市
福
祉
文
化
プ
ラ
ザ

対
象
／
初
め
て
の
子
育
て
を
し
て

い
る
母
親
と
、子（
第
1
子
）

子
の
月
齢
／
満
２
か
月
か
ら
5
か

月
※
第
1
回
目
の
6
月
4
日
を
基

準
と
す
る

定
員
／
親
子
8
組　

受
講
料
／
9
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
・

資
料
代
）

申
込
・
問
合
せ
／
沖
縄
市
福
祉
文

化
プ
ラ
ザ 

児
童
セ
ン
タ
ー

☎
9
3
0
ー

1
6
9
5

ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
指
導
者
講

習
会
の
案
内

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
で
は
次
の
教

室
・
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

①
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ダ
ン
ス
教
室

講
師
／
知
念
諒
氏（
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

日
時
／【
全
4
回
】６
月
６
日
・
13

日
・
20
日
・
27
日（
全
て
土
曜
日
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

日
時
／
7
月
18
日（
土
）

午
前
10
時
～
正
午

場
所
／
沖
縄
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
／
市
内
在
住
の
6
歳
か
ら
小

学
校
６
年
生
の
子
ど
も
と
保
護
者

定
員
／
6
組（
申
込
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

受
講
料
／
無
料（
エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
持
参
）

申
込
締
切
／
7
月
9
日（
木
）

午
後
3
時

申
込
・
問
合
せ
／
市
民
健
康
課

内
線（
2
2
4
2
）

進
と
健
康
増
進
に
役
立
て
ま
す
。

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

標
語
の
規
定
／

①
20
文
字
以
内
で
あ
る
こ
と

②
階
段
利
用
を
促
す
も
の
で
あ
る

こ
と

③
健
康
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と

例
：『
今
、あ
な
た
の
脂
肪
が
燃
え

て
い
る
』

募
集
期
間
／
6
月
12
日（
金
）～
7

月
13
日（
月
）

応
募
方
法
／
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
上
、次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

①
応
募
箱
に
投
函（
設
置
場
所
：

市
役
所
１
階
中
央
階
段
横
、各
公

民
館
、け
ん
こ
う
応
援
店
）

②
市
民
健
康
課
へ
電
子
メ
ー
ル
を

送
信

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：un

n
dou@

city.okin
aw

a.okin
aw

a.jp

必
要
事
項
／
①
標
語　

②
ニ
ッ
ク

ネ
ー
ム　

③
年
齢
層

申
込
・
問
合
せ
／
市
民
健
康
課　

健
康
推
進
係　

内
線（
２
２
４
３
）

募
集

出
張
エ
イ
サ
ー
講
座
の
ご
案
内

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
エ

イ
サ
ー
を
通
し
、旧
盆
・
青
年
会

活
動
な
ど
の
地
域
行
事
や
、文
化

に
触
れ
る
機
会
を
作
る
た
め
、出

張
エ
イ
サ
ー
講
座
を
行
い
ま
す
。日

程
、内
容
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
／
市
内
の
小
学
校
・
中
学

校
・
児
童
館
・
公
民
館
な
ど

問
合
せ
／
沖
縄
市
観
光
協
会
エ
イ

サ
ー
会
館
準
備
室  

エ
イ
サ
ー
家

☎
9
8
9
ー

5
0
6
6



申込・問合せ／文化観光課
☎929-0261（直通）

平成27年度 沖縄市音楽による
まちづくり推進事業補助金

募集期間：６月１日(月)～６月３０日(火)

音楽イベントで沖縄市を
盛り上げよう！

　音楽イベントの開催によるまちの活性化と「音楽
のまち沖縄市」のブランド化を推進するため、イベ
ント開催経費の一部を助成します。

１．助成の主な要件
　（１）沖縄市内で開催する音楽イベントである
　こと
　（２）にぎわいを創出し、「音楽のまち沖縄市」
　のブランド化を推進するイベントであること
　※音楽のジャンルは問いません。
２．助成額
　対象経費の4分の3（上限100万円）
3．選考方法
　審査委員会による審査を経て助成する音楽
　イベントを決定

詳しくは募集要項をご覧ください。
募集要項は文化観光課にて6月1日より配布します。
また、市ホームページにも掲載します。

地域活動リーダー養成講座
【全4回】

申込･問合せ／生涯学習課 内線（2744)

日程

6／24(水)
午後7時
～9時

照屋 孝氏
（・NPO法人琉球ニライ大学
コミュニティ防災研究所副所長
・沖縄県シェアリング
ネイチャーゲーム協会理事

場所内容

災害時あなたはどちらを
選びますか？
～防災ゲーム「クロスロード」～

7／1（水）
午後7時
～9時

7／8（水）
午後7時
～9時

島袋 十史樹氏
（プラスコミュニケーションズ代表）

照屋 孝氏
（・NPO法人琉球ニライ大学
コミュニティ防災研究所副所長
・沖縄県シェアリング
ネイチャーゲーム協会理事

島袋 十史樹氏
（プラスコミュニケーションズ代表）

だれに！どう声をかけますか？
仲間を集める実践法
～チームビルディング①～

自分を知る！相手を知る！
仲間の力を引き出す方法 
 ～チームビルディング②～

7／15（水）
午後7時
～9時

自然や生き物について 
知りたい！体験したい！伝えたい！
～シェアリング
ネイチャーゲーム～

／

／
／
／
／

対  　象

場  　所
定　　員
受 講 料
申込締切

市内で地域活動に携わっている方
（こども会・PTAなど）
中央公民館　研修室
20人(先着順、定員に達し次第締切)
無料(但し､材料費は実費）
6月15日（月）　午後4時

救命講習会のご案内

申込・問合せ／沖縄市消防本部 警防課
☎929-0900

◇内容：成人に対する心肺蘇生法を中心に、ＡＥＤの取扱い、大出血時の
　　　 止血法や異物除去を学びます。

◇内容：小児・乳児・新生児に対する心肺蘇生法を中心に、ＡＥＤの取扱い、
　　　 大出血時の止血法や異物除去を学びます。
◇対象者：小児に関わる保護者、保育士、幼稚園、小・中学校職員、ライフ
　　　　 セーバー、スポーツ指導者など。

◇日時：6月7日（日）午前9時～午後6時
◇内容：心肺蘇生法（成人・小児・乳児）、ＡＥＤの取扱い、大出血時の止血
　法、異物除去、外傷の手当、搬送法など。※筆記及び実技試験があります。
◇場所：消防署（美里）　　◇定員：30人

・受 講 料／無料（講習修了者に対し救命講習修了証を発行）
・申　　込／午前8時30分～午後5時15分（土日・祝日を除く）
　　　　　※定員に達し次第締切

消防本部では、緊急時に現場に居合わせた人が速やかに救
命処置を行える体制を整えるため、市内47か所のコンビ二
エンスストア（ファミリーマート・ローソン・ココストア）にＡＥＤ
を設置し、運用しています。身近にあるＡＥＤの使い方や救命
処置を学び、いざという時に大切な人を救いましょう。

●普通救命講習Ⅰ
日　時

6月13日（土） 午前9時～12時 消防署（美里） 30人

6月23日（火） 午後2時～5時 山内出張所 15人

定 員場　所

日　時
6月25日（木） 午後2時～5時 山内出張所 15人

定 員場　所
●普通救命講習Ⅲ

●上級救命講習
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沖縄市役所  ☎ 939-1212　防災行政無線が電話で確認できます 0120-0978-99（無料）市
で
は
、ラ
ジ
オ
を
通
し
て
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。「
沖
縄
市
だ
よ
り
」沖
縄
ラ
ジ
オ（
オ
キ
ラ
ジ
）F
M
8
5.
4
M
H
z 
毎
週
月
曜
～
金
曜
日 

午
後
2
時
50
分
～
3
時 

放
送
中
!!

場
所
／
コ
ザ
運
動
公
園 

武
道
館

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

定
員
／
20
人（
先
着
順
）

受
講
料
／
無
料　

※
保
険
料
1
回

に
つ
き
1
0
0
円

②
ス
ポ
ー
ツ
競
技
力
ア
ッ
プ
の
為

の
食
事
と
は

！？

日
時
／
６
月
11
日（
木
）

午
後
6
時
～
8
時
30
分

③
知
っ
て
お
き
た
い
！
幼
児
期
・
児

童
期
の『
食
と
運
動
』

日
時
／
７
月
12
日（
日
）

午
後
4
時
～
5
時
30
分

〔
②
③
共
通
〕

場
所
／
コ
ザ
運
動
公
園
陸
上
競
技

場 

会
議
室

対
象
／
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
・
保
護
者

定
員
／
30
人（
先
着
順
）

受
講
料
／
無
料

④
親
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

講
師
／
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ　

サ
ン
ビ
ス
カ
ス
沖
縄

日
時
／
【
全
2
回
】７
月
４
日

（
土
）・
11
日（
土
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
／
コ
ザ
運
動
公
園
内 

多
目

的
運
動
場

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
親
子

※
子
ど
も
は
小
学
校
１
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で

定
員
／
親
子
20
組（
先
着
順
）

受
講
料
／
無
料　

※
保
険
料
1
回

に
つ
き
1
0
0
円

申
込
・
問
合
せ
／
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

サ
ン
ビ
ス
カ
ス

沖
縄　

担
当
：
知
念

　

☎
0
7
0
ー
5
4
0
2
ー
3
3
2
1   

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
9
3
2
ー

1
2
9
4

沖
縄
市
戦
跡
め
ぐ
り
参
加

者
募
集

　

沖
縄
戦
降
伏
調
印
式
の
碑（
嘉

手
納
空
軍
基
地
内
戦
跡
）、米
軍
上

陸
地
点（
北
谷
海
岸
）他
、市
内
及

び
近
郊
の
戦
跡
な
ど
を
見
学
し
ま

す
。

日
時
／
7
月
28
日（
火
）

午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

※
弁
当
・
飲
み
物
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

集
合
／
市
役
所
前
広
場 

午
前
9
時

※
駐
車
場
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、集
合
場
所
へ
は
公
共
の
交
通
機

関
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

※
例
年
応
募
多
数
と
な
る
た
め
、

以
前
参
加
さ
れ
た
方
は
キ
ャ
ン
セ

ル
待
ち
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

定
員
／
90
人（
先
着
順
）

募
集
期
間
／
6
月
1
日（
月
）～
6

月
19
日（
金
）

参
加
料
／
1
0
0
円（
行
事
保
険

加
入
費
と
し
て
、申
込
時
に
納
付
）

※
申
込
の
際
、「
顔
写
真
付
き
の
身

分
証
明
書（
免
許
証
等
）」を
ご
持

参
下
さ
い
。嘉
手
納
基
地
内
へ
立

入
す
る
た
め
、事
前
に
写
し
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
／
平
和
・
男
女
共
同

課　

内
線（
2
2
1
6
）



■知って得する労働法講座（全3回）

申込・問合せ／沖縄市男女共同参画センター☎937-0170

講師／
日程／

赤嶺朝子氏（沖縄合同法律事務所 弁護士）
7月7日・14日・21日（全て火曜）
午後6時30分～8時30分

講師／
日時／

武田昌則氏（弁護士法人ひかり法律事務所 弁護士）
7月9日（木）午後7時～9時

場　　所／
対　　象／
定　　員／
託　　児／
申込締切／
申込方法／

沖縄市男女共同参画センター　会議室
市内在住・在勤または在学の男女
20人　　受講料／無料
無料　（要予約 ※満6か月～小学4年生）
6月29日（月）
電話または直接来所（申込多数の場合は抽選）
午前9時～午後5時　※土日・祝日・慰霊の日を除く

■弁護士に学ぶ！国際結婚アレコレ！

労働基準法や男女雇用機会均等法など、働く上で知っておきたい
労働者の権利や義務について、やさしく解説します。

アメリカ国籍の方と結婚する際の手続きや注意点、ハーグ条約などの
法律についてわかりやすく解説します。

各講座

問合せ／市営住宅課 ☎894-6139（直通）

平成２７年度住宅リフォーム補助金申請受付開始！補助額は総工事費の２５％で、
補助上限額２５万円

・沖縄市に住民登録し、現に居住する方、又は空家をリフォームし工事完了後、対象
　住居に居住する方
・市税等を滞納していない方（借家の場合は家主も同等）

・総工事費が20万円以上の工事
・沖縄市に本社がある法人会社、又は沖縄市に事務所を所有し住民登録している個人が
　行う工事※工事が着手しているまたは完成している場合は対象外です。（着手前申請）

・沖縄市内の住宅で申請者が所有する住宅、又は所有者が工事を承諾する住宅
※共同住宅については専有部分が補助の対象です。

補助対象者

補助対象住宅

補助対象条件

補助対象は平成28年度2月末日までに
完了報告ができる工事です。

自分の為に♪家族の為に♪
エンディングノートを書きながら幸せ計画♪終活から考えるワクワクライフ

問合せ／
沖縄市立中央公民館☎939-0033

対　　象／市内在住在勤一般成人  　　　受  講  料／無料（教材：エンディングノート代1,000円）
場　　所／中央公民館（地下1階研修室）  　　　募集期間／6月11日（木）～６月26日（金）
定　　員／先着30人（教材費支払い後受付完了）

申込方法／電話受付：午前8時～午後5時
　　　　　（土日・祝日を除く）

7月2日（木）
午後7時～9時

「自分らしくより良く生きる」を一緒に考えませんか
終活＊自分らしく生きる

7月9日（木）
午後7時～9時

お片付けのヒント・お片付けの意外な効果！！
物の整理は心の整理

整理収納アドバイザー
勇気づけリーダー　終活カウンセラー
島袋 早苗 氏

上級相続アドバイザー
幸せ相続計画コンサルタント
終活カウンセラー　亀島 淳一 氏
終活カウンセラー
東恩納  寛寿 氏

7月16日（木）
午後7時～9時

幸せに解決する考え方お伝えします
幸せ相続計画

7月23日（木）
午後7時～9時

現代のお墓事情・なかなか聞けない葬儀の話！！
終活が変える最新お墓事情

日時 内容 講師名
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沖縄市公式フェイスブック  https://facebook.com/City.Okinawa

自
分
で
作
る
家
系
図
講
座

第
11
回 

高
齢
者
生
活
支
援
（
就
活

支
援
）
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
習
会

「
幸（
高
）齢
者
サ
ポ
ー
タ
ー
」

養
成
講
座
受
講
者
募
集

講
座
内
容
／【
全
2
回
】

①
家
系
図
作
り
に
必
要
な
知
識
、

コ
ツ
を
学
ぶ

②
自
分
が
持
っ
て
い
る
資
料
を
基

に
家
系
図
を
作
る

講
師
／
髙
江
洲
香
織
氏（
株
式
会

社 

か
り
さ
ら
代
表
）

日
時
／
①
7
月
6
日（
月
）午
前
10

時
～
正
午　

②
7
月
27
日（
月
）午

前
10
時
～
正
午

場
所
／
沖
縄
市
立
中
央
公
民
館 （
研
修
室
）

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
一
般
成
人

　

高
齢
者
の
方
の
見
守
り
や
簡
単

な
家
事
、介
護
予
防
の
た
め
の
活

動
な
ど
を
支
援
す
る
幸（
高
）齢
者

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で
す
。

講
座
内
容
／
①
介
護
予
防
活
動
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ス
②
生
活
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ス（
見
守
り
や

家
事
等
支
援
活
動
）

期
間
／
平
成
27
年
６
月
～
平
成
28

年
３
月（
毎
月
第
三
火
曜
日
）

時
間
／
午
前
10
時
～
12
時

場
所
／
沖
縄
市
役
所
、市
内
公
共
施
設

対
象
／
高
齢
者
支
援
や
地
域
活
動

に
関
心
が
あ
り
、受
講
後
、サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
活
動
で
き
る
方

　

ご
家
族
の
介
護
な
ど
を
理
由
に
就

職
が
困
難
な
方
に
代
わ
り
、就
職
活

動
中
、ご
家
族
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
方
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

日
時
／
6
月
27
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

場
所
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ 

多
目
的
室（
沖
縄
市

中
央
3
ー

15
ー

5
）

対
象
／
簡
単
な
生
活
支
援
サ
ポ
ー
ト

活
動
が
で
き
る
方（
家
事
、外
出
、通

院
等
の
付
き
添
い
、話
し
相
手
な
ど
）

定
員
／
15
人

応
募
締
切
／
6
月
25
日（
木
）

申
込
・
問
合
せ
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ  

☎
9
3
8
ー
9
2
4
4

受
講
料
／
無
料

申
込
締
切
／
６
月
12
日（
金
）

申
込
・
問
合
せ
／
高
齢
福
祉
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

内
線（
３
０
９
７
・
３
１
８
６
）

仲
良
し
グ
ル
ー
プ
で
始
め
る

健
康
づ
く
り
教
室

　

運
動
不
足
を
解
消
し
た
い
、正
し

い
減
量
方
法
を
知
り
た
い
な
ど
、皆

さ
ん
の
希
望
を
も
と
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
案
、一
緒
に
実
践
し
て
き
ま
す
。

テ
ー
マ
／
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
の
健
康
づ

く
り【
全
4
回（
1
回
2
時
間
程
度
）】

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
グ
ル
ー

プ（
1
グ
ル
ー
プ
4
～
15
人
程
度
）

受
講
料
／
無
料（
託
児
：
相
談
可
）

※
ご
希
望
の
日
時
・
場
所
に
専
門

　

ス
タ
ッ
フ
が
伺
い
ま
す
。

・
原
則
と
し
て
平
日
。（
平
日
夜
間

　

及
び
土
曜
は
相
談
可
）

・
予
約
が
必
要
な
施
設
利
用
の
際

　

は
、各
自
で
手
配
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
／
市
民
健
康
課

内
線（
2
2
4
3
）



申込・問合せ／NPO法人沖縄ハイサイネット☎929-1220

沖縄ハイサイネット

中高年の就活に役立つパソコン講座 受講生募集

◆同世代の講師・サポーターがお手伝いします。
※テキスト代・教材費は各講座で変わります（別料金）。
※デジカメ講座はデジカメを持参下さい。※Windows7　Office2010使用

講座
時間

午前10時15分
～12時15分

午後1時30分
～3時30分 午後1時30分～4時

月

火

水

木

金

土

インターネット
9,300円
開講日:7月6日

Word技能認定試験講座
19,000円
開講日：7月6日

Word中級　
9,300円
開講日：7月7日

【受講期間】
7月1日～9月29日

（全12回）

【受付時間】
午前10時～午後4時

【定員15人】
 ※定員に達し次第締切

【受付場所】
ハイサイネット事務局

（コリンザ3Ｆ）

Word上級　
12,000円
開講日：7月1日

音楽映像　
12,000円
開講日：7月7日
エクセル2010
7,200円
開講日：7月1日

Word初級　
7,800円
開講日：7月3日
デジカメ中級　
11,000円
開講日：7月4日

デジカメ初級　
8,300円
開講日：7月3日
デジカメ実践　
12,000円
開講日：7月4日 申込・問合せ／沖縄市テレワークセンター管理室

☎929-3888 FAX.929-3889
午前9時～午後9時（土曜は休室・日曜午後5時まで）

■初心者のためのパソコン入門講座■

期　　間／７月13日（月）～7月17日（金）　午後7時～9時
場　　所／沖縄市テレワークセンター研修室
対　　象／市内在住、在勤者の方
定　　員／20人（申込者多数の場合抽選）
受  講  料／無料
申込期間／6月17日（水）～7月8日（水）
申込方法／直接来館、またはFAX　※FAXは所定用紙あり　

パソコンの基本機能と文章入力の基礎、インターネットの操作方法を学びます。

■『フォトムービー制作講座』（Macintosh）■

期　　間／7月6日（月）～7月15日（水）　（土日を除く）　午後7時～9時
場　　所／沖縄市テレワークセンター研修室
対　　象／市内在住・在勤（パソコンの基本操作ができる方）
定　　員／10人（申込者多数の場合抽選）
受  講  料／無料
申込期間／6月15日（月）～7月1日（水）
申込方法／直接来館、またはFAX　※FAXは所定用紙あり

自分で撮影した写真を素材に使って、タイトルやＢＧＭ付きの
オリジナルスライドショービデオを制作します。

◆「平成26年度特定防衛施設周辺整備調整交付金事業」にて、研修室のパソコンをリニューアルしました。
◆市テレワークセンターのホームページにて、市民講座のご案内もしています。

広報 2015.6.119

沖縄市役所  ☎ 939-1212　防災行政無線が電話で確認できます 0120-0978-99（無料）

＊
定
例
お
は
な
し
会

＊
休
館
日

と
し
ょ
か
ん
へ
い
こ
う
よ（
随
時
受
付
）

編
集
後
記

図
書
館
だ
よ
り

☎
９
３
２
ー

６
８
８
１

今
月
も
こ
ど
も
の
国
で
赤
ち
ゃ
ん
ゾ
ウ
を
撮
影
。

写
真
を
撮
っ
て
い
る
と
、
鼻
で
ぺ
た
ぺ
た
さ
わ
っ

て
き
た
り
、
ぐ
い
ぐ
い
押
し
て
き
た
り
人
懐
っ
こ

く
て
か
わ
い
い
。
泥
で
服
は
汚
れ
た
け
ど
。
　（
周
）

 

ジ
メ
ジ
メ
湿
度
が
高
く
て
髪
型
が
ま
と
ま
ら
ず
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
も
兼
ね
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
取

材
へ
。
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
が
満
開
に
咲
き
、
緑
木
々

の
中
ロ
ハ
ス
体
験
を
満
喫
。
心
身
共
に
癒
さ
れ
て

気
分
爽
快
で
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
加
）

 

米
沢
上
杉
ま
つ
り
の
合
戦
会
場
は
河
川
敷
で
、
と

て
も
広
い
た
め
、
パ
ノ
ラ
マ
写
真
に
し
て
み
ま
し

た
。
ま
た
、
取
材
で
お
世
話
に
な
っ
た
米
沢
市
の

広
報
広
聴
係
の
み
な
さ
ん
、
お
し
ょ
う
し
な
っ
し

（
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
）。
　
　
　
　
　（
川
）

絵
本
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

・
ダ
レ
・
ダ
レ
・
ダ
レ
ダ
（
絵
本
）

・
あ
め
の
ひ
っ
て
す
て
き
だ
な
（
絵
本
）

・
か
え
る
る
ち
ゃ
ん
の
お
み
ま
い
（
絵
本
）

・
か
え
る
の
た
い
そ
う
（
手
袋
人
形
）

・
サ
バ
ン
ナ
の
と
け
い
（
絵
本
）

・
ぼ
く
の
こ
え
が
き
こ
え
ま
す
か
（
絵
本
）

公
休
日
（
文
化
の
日
は
除
く
）・
毎
週
月
曜
日
・

第
４
木
曜
日
（
館
内
整
理
日
）・
特
別
整
理
期

間
・
年
始
年
末
は
お
休
み
で
す
。

６
月
１
日
（
月
）、
８
日
（
月
）、
15
日
（
月
）、

22
日
（
月
）、
23
日
（
慰
霊
の
日
）、
25
日
（
館

内
整
理
日
）

対
象
…
幼
稚
園
・
保
育
園
な
ど
の
団
体

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
（
素
話
）
を
主
と
し
た

お
は
な
し
会
（
30
分
程
度
）
と
合
わ
せ
て
絵

本
や
紙
芝
居
の
貸
出
を
行
って
い
ま
す
。
日
程

調
整
が
で
き
ま
す
の
で
、
電
話
に
て
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

６
月
13
日
（
土
）
午
後
３
時

６
月
20
日
（
土
）
午
後
３
時

６
月
27
日
（
土
）
午
後
３
時

6
月
は
、
市
県
民
税
1
期
分
・
介
護
保
険
料
1
期
分
の
納
期
で
す
。
納
期
限
及
び
口
座
振
替
日
は
6
月
30
日
！
前
日
ま
で
に
残
高
確
認
を
!!

八
重
島
公
園
で
野
草
講
座

～
野
草
に
触
れ
て 

自
然
を
楽
し
も
う
～

ワ
ー
プ
ロ
３
級
資
格
取
得
講
座

「
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
入
門
講

座
」
受
講
者
募
集

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

（
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
と
簡
単
な

文
書
作
成
が
で
き
る
方
）

日
時
／
7
月
1
日（
水
）～
29
日

（
水
）（
土
日
を
除
く
20
日
間
） 

午
後
7
時
～
9
時

場
所
／
沖
縄
市
IT
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ 

研
修
室

費
用
／
受
講
料
無
料
※
但
し
、教

材
費
・
検
定
料（
4,
3
4
8
円
）は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

定
員
／
20
人（
申
込
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

申
込
締
切
／
６
月
17
日（
水
）

申
込
方
法
／
直
接
来
館
ま
た
は

F
A
X
※
F
A
X
は
所
定
用
紙
あ
り

問
合
せ
／
沖
縄
市
IT
ワ
ー
ク
プ
ラ

ザ 

管
理
室
☎
９
２
９
ー

０
３
３
９

F
A
X
／
９
２
９
ー

０
３
４
０

午
前
9
時
～
午
後
9
時（
土
曜
は

午
後
5
時
ま
で
、日
曜
は
休
館
）

　

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
の
初
級
か

ら
中
級
ま
で
を
学
び
ま
す
。

講
座
期
間
／
7
月
1
日
～
31
日

（
月
・
水
ワ
ー
ド
／
火
・
木
エ
ク

セ
ル
）※
そ
の
他
就
労
支
援
・
母

子
父
子
支
援
講
座
有（
午
後
1
時

講
師
／
新
垣
行
康
氏（
健
康
管
理
士
）

日
時
／
７
月
13
日（
月
）

午
前
10
時
～
正
午

場
所
／
沖
縄
市
立
中
央
公
民
館　

研
修
室
及
び
八
重
島
公
園

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
一
般
成
人

定
員
／
20
人（
先
着
順
）

受
講
料
／
無
料　

※
保
険
料
、材

料
費
と
し
て
２
０
０
円
徴
収
あ
り

募
集
期
間
／
６
月
11
日（
木
）～
７

月
３
日（
金
）

申
込
方
法
／
電
話
受
付（
保
険
料
、

材
料
費
支
払
い
後
、受
付
完
了
）

申
込
・
問
合
せ
／
沖
縄
市
立
中
央

公
民
館　

 

☎
９
３
９
ー

０
０
３
３

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

～
4
時
、相
談
可
）

時
間
／
午
前
9
時
～
正
午

定
員
／
10
人（
申
込
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）・
施
設
内
の
パ
ソ
コ
ン

使
用（
パ
ソ
コ
ン
持
込
み
相
談
可
）

受
講
料
／
無
料
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
貸
出

（
筆
記
用
具
持
参
）

申
込
／
随
時（
午
前
9
時
～
正

午
・
午
後
1
時
～
5
時
）

申
込
方
法
／
電
話
受
付
及
び
来
訪 

※
6
月
の
最
終
週
に
受
講
決
定
者

の
み
連
絡
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
／
沖
縄
市
福
祉
文

化
プ
ラ
ザ  

☎
9
3
0
ー

1
6
9
2

定
員
／
20
人（
先
着
順
）

受
講
料
／
無
料

申
込
期
間
／
6
月
11
日（
木
）～
30

日（
火
）

申
込
方
法
／
電
話
受
付

申
込
・
問
合
せ
／
沖
縄
市
立
中
央

公
民
館　

 

☎
9
3
9
ー

0
0
3
3

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

※
土
日
・
祝
日
を
除
く



編
集

と
発

行
 ／

沖
縄

市
役

所
総

務
部

 秘
書

広
報
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仲
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根
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今月の市民　人口 139,679人　男 67,682人　女 71,997人　世帯数 57,873世帯　（平成 27 年 5月 1日・現在）
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赤ちゃんゾウは大はしゃぎ!!

琉球ゴールデンキングスがホームタウン宣言琉球ゴールデンキングスがホームタウン宣言

子育て世帯臨時特例給付金・児童手当現況届子育て世帯臨時特例給付金・児童手当現況届

姉妹都市紹介 米沢上杉まつり姉妹都市紹介 米沢上杉まつり

今月の人・わったーじちくゎい今月の人・わったーじちくゎい

沖縄こどもの国フェスティバル沖縄こどもの国フェスティバル

フォトニュース・話題フォトニュース・話題

お知らせお知らせ

2・3

4

6・7

8・9

10

13

14～19

　ゾウの親子が迎える初めてのゴールデンウィーク。沖縄
こどもの国には、沖縄生まれの赤ちゃんゾウを観ようと、
多くの観客が訪れた。母親ゾウの琉花が見守るなか、ウキ
ウキ気分の赤ちゃんゾウは、元気いっぱい、大はしゃぎ。


